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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の装置、第２の装置およびサーバを有し、前記第１の装置から前記第２の装置へア
プリケーション・グラフィカルユーザインターフェイスの実行状態をマイグレーションす
るグラフィカルユーザインターフェイスシステムにおいて、
　前記第１の装置は、
　アプリケーションを実行するための第１のプラットフォームを生成するためのソフトウ
ェアプログラムが記憶された第１の記憶手段から、該ソフトウェアプログラムを読み出し
て実行することによって、前記第１のプラットフォームを生成するとともに、
　前記第１のプラットフォーム上で、第１プラットフォーム特定型のグラフィカルユーザ
インターフェイスの表示形式を示す第１のプレゼンテーションであって該第１のプレゼン
テーションのページを形成する１又は複数のウィジェットを含む第１のプレゼンテーショ
ンを実行し、該実行結果に従って画面表示を行う第１の制御手段
　を有し、
　前記第２の装置は、
　アプリケーションを実行するためのプラットフォームであって前記第１のプラットフォ
ームとは異なる第２のプラットフォームを生成するためのソフトウェアプログラムが記憶
された第２の記憶手段から、該ソフトウェアプログラムを読み出して実行することによっ
て、前記第２のプラットフォームを生成するとともに、
　前記第２のプラットフォーム上で、第２プラットフォーム特定型のグラフィカルユーザ
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インターフェイスの表示形式を示す第２のプレゼンテーションであって該第２のプレゼン
テーションのページを形成する１又は複数のウィジェットを含む第２のプレゼンテーショ
ンを実行し、該実行結果に従って画面表示を行う第２の制御手段
　を有し、
　前記サーバは、
　プラットフォーム独立型の表示形式を示すプレゼンテーションモデルであって該プレゼ
ンテーションモデルのページを形成する１又は複数のウィジェットとその実行状態を示す
実行状態データであって予め定められた値が設定された実行状態データとを含むプラット
フォーム独立型のプレゼンテーションモデルを生成するためのソフトウェアプログラムが
記憶された第３の記憶手段から、該ソフトウェアプログラムを読み出して実行することに
よって、前記プレゼンテーションモデルを生成し、
　前記第１の装置から、前記第１プラットフォーム特定型のグラフィカルユーザインター
フェイスのウィジェットの実行状態を表す実行状態データを受信し、
　前記プラットフォーム独立型のグラフィカルユーザインターフェイスのウィジェットの
集合であるライブラリと前記第１プラットフォーム特定型のグラフィカルユーザインター
フェイスのウィジェットの集合であるライブラリとの間で予めマッピングされた第１の対
応関係に基づいて、前記第１プラットフォーム特定型のグラフィカルユーザインターフェ
イスのウィジェットの実行状態データによって、前記プラットフォーム独立型のプレゼン
テーションモデル内にある、前記第１プラットフォーム特定型のグラフィカルユーザイン
ターフェイスのウィジェットに対応するプラットフォーム独立型のグラフィカルユーザイ
ンターフェイスのウィジェットの実行状態データを更新し、
　前記プラットフォーム独立型のグラフィカルユーザインターフェイスのウィジェットの
集合であるライブラリと前記第２プラットフォーム特定型のグラフィカルユーザインター
フェイスのウィジェットの集合であるライブラリとの間で予めマッピングされた第２の対
応関係に基づいて、前記プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルのコピーを
前記第２のプラットフォームの機能に基づいてカスタマイズすることによって前記第２の
プラットフォーム上で動作可能な前記第２プラットフォーム特定型の第２のプレゼンテー
ションを生成し、前記プラットフォーム独立型のグラフィカルユーザインターフェイスの
ウィジェットの実行状態に従って、前記生成した第２プラットフォーム特定型の第２のプ
レゼンテーション内にある、対応する第２プラットフォーム特定型のグラフィカルユーザ
インターフェイスのウィジェットの実行状態データの値を設定し、実行状態データの値を
設定した前記第２のプレゼンテーションを前記第２の装置へ送信する第３の制御手段
　を有することを特徴とするグラフィカルユーザインターフェイスシステム。
【請求項２】
　前記実行状態は、前記プラットフォーム特定型のグラフィカルユーザインターフェイス
のウィジェットの状態変化、前記第１プラットフォーム特定型のグラフィカルユーザイン
ターフェイスのウィジェットの外観、及び前記第１プラットフォーム特定型のグラフィカ
ルユーザインターフェイスのウィジェット内にあるデータを選択的に有していることを特
徴とする請求項１に記載のグラフィカルユーザインターフェイスシステム。
【請求項３】
　前記第３の制御手段は、カスタマイズの一環として実行状態を保存しながら、前記プラ
ットフォーム独立型のグラフィカルユーザインターフェイスのウィジェットのレイアウト
を、前記第２の対応関係に基づいて、対応する第２プラットフォーム特定型のグラフィカ
ルユーザインターフェイスのウィジェットに応じたレイアウトに変更することを特徴とす
る請求項１に記載のグラフィカルユーザインターフェイスシステム。
【請求項４】
　前記第３の制御手段は、実行状態をネットワークを通じて、送受信することを特徴とす
る請求項１に記載のグラフィカルユーザインターフェイスシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、グラフィカルユーザインターフェイス(GUI)に関し、特に、異種装置プラット
フォーム間を移動するプラットフォーム特定型のGUIウィジェットのマイグレーションに
関する。
【０００２】
【従来の技術】
パソコン、個人情報端末(PDA)、無線電話、そしてページャーなどの個人向けの電子装置(
携帯装置)が、ここ近年流行している。これらの携帯装置は、無線や有線ネットワークを
利用した通信を行なえるので、モバイルコンピューティングを可能にしている。ネットワ
ークは、これらの携帯装置に、情報ソースおよび他の類似の装置への接続を提供している
。一般的に、ネットワークはインターネット上での通信も含んでいる。
【０００３】
モバイルコンピューティング装置は、ある型のユーザインターフェイス(UI)を持っている
。ある装置のユーザインターフェイスの特性は、その装置の処理能力とハードウェアによ
る。例えば無線電話には、限られた処理能力、及び限られたグラフィックとユーザインタ
ーフェイス能力しか有していない小さなグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）し
か与えられていない。逆に、ノートパソコンには、相対的に拡張性のあるグラフィック能
力とユーザインターフェイス能力、そして処理能力が与えられている。携帯装置の人気が
高まるに連れて、アプリケーションのメインプラットフォームは、デスクトップ型パソコ
ンから携帯装置へとシフトすると思われる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
携帯装置のアプリケーションの開発が困難な1つの理由は、携帯装置の異質性である。多
種多様なディスプレイのサイズ、解像度、コマンドの入力方法、そしてGUIライブラリが
あるため、アプリケーションの開発者は、各装置プラットフォームのグラフィカルユーザ
インターフェイス(GUI)用に、アプリケーションを再設計及び再実装する必要がある。た
くさんの異なる携帯装置が利用され、または市場に参入しているので、再設計と再実装に
、たくさんの労働力と生産コストを要する努力が現在もなされている。
【０００５】
１つの解決策は、モデルベース技術による開発である。１つの例が、ユーザインターフェ
イスモデリングである。一般的に、ユーザインターフェイスモデリングは、プラットフォ
ームモデル、プレゼンテーションモデル、そしてタスクモデルを含む。プラットフォーム
モデルでは、サポートされる装置用のユーザインターフェイスを形成する操作機能が示さ
れる。プレゼンテーションモデルでは、サポートされる装置に関連したユーザインターフ
ェイスの外観に関する階層、及び様式の選択と配置が示される。タスクモデルでは、サポ
ートされる装置のユーザが実行するタスクが示される。この技術を使用することにより、
特定の装置用のインターフェイスの生成のため、異なるモデル間におけるマッピングが開
発されると思われる。
【０００６】
モデルベース型アプローチの実装は、モデルを実装するためのハイレベル言語の開発を含
んでいる。さらに開発者は、装置をサポートするためにモデルの重要な部分を設定し、か
つ特定する。ハイレベル言語は非常に複雑なので、モデルベース型アプローチを実行する
前に、開発者は、実行メカニズムの知識とハイレベル言語を共に学ぶ必要がある。さらに
モデルベース型アプローチは、開発者が作った異なるモデルに基づくコードを作成する。
装置のユーザインターフェイス要求においては小さな差異でも、２つの似たタイプの装置
用に生成されたコードにおいては大きな差異になることもある。従って開発者に求められ
るプログラミング技能のレベルは、とても重要になってくる。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明では、ノンモデルベース型の拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイス（
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SGUI）システムを開示している。SGUIシステムにより、拡張性のあるアプリケーションは
、複数の異種装置プラットフォーム上において動作することが可能となる。拡張性のある
アプリケーションは、アプリケーション・グラフィカルユーザインターフェイス（GUI）
を含んでもよい。アプリケーションGUIは、拡張性のあるアプリケーションが動作してい
る異種装置プラットフォームの中の１つのユーザインターフェイスで動くSGUIシステムに
適合していてもよい。アプリケーション開発者は、モデルベース型のアプローチの複雑さ
を伴わない異種装置プラットフォーム内において、ユーザインターフェイス機能から独立
している複数のアプリケーションGUIを設定してもよい。さらに異種装置プラットフォー
ムに関連しているユーザインターフェイスとGUIライブラリの複雑さも、SGUIシステムを
利用しているアプリケーション開発者により解消されることが可能になる。
【０００８】
SGUIシステムは、拡張性のあるGUIライブラリ、カスタマイズモジュール、そしてレンダ
ーマネージャモジュールを有している。カスタマイズモジュールは、タスクマネージャモ
ジュールと変換マネージャモジュールを有している。拡張性のあるアプリケーションが起
動、または異種装置プラットフォーム（ここでは、ターゲット装置プラットフォーム）へ
移ると、アプリケーションGUIの中間表現が、拡張性のあるアプリケーションによりイン
スタンス化される。その中間表現は、階層的な構造において、少なくとも１つの論理パネ
ルと、少なくとも１つの拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイス（SGUI）コン
ポーネントの表示を含むことが可能な装置プラットフォーム独立型の論理構造形式におけ
るプラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルである。中間表現内におけるノー
ドは、論理パネルを表すコンテナノードと、SGUIコンポーネントを表すコンポーネントノ
ードを含んでもよい。
【０００９】
中間表現は、アプリケーションGUIのアプリケーション開発者により特定されたプロパテ
ィ、及びターゲット装置プラットフォームの機能に基づいたカスタマイズモジュールによ
りカスタマイズされたものであってもよい。中間表現のカスタマイズにより、プラットフ
ォーム独立型のプレゼンテーションモデルは、プラットフォームの特定表示を表している
特定のプラットフォーム依存型の論理構造へと変換する。
【００１０】
拡張性のあるアプリケーションが、第１異種装置プラットフォームから第２異種装置プラ
ットフォームへマイグレーションしたとき、拡張性のあるアプリケーション内にあるアプ
リケーション・グラフィカルユーザインターフェイスの実行状態も、またマイグレーショ
ンする。現在の実行状態を第１異種装置プラットフォームから第２異種装置プラットフォ
ーム上で実行することにより、実行状態のマイグレーションは、ユーザに対して継続性を
提供する。プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデル、及びプラットフォーム
特定型のプレゼンテーションにおいて、現在の実行状態のマイグレーションはカスタマイ
ズモジュールにより実行されてもよい。
【００１１】
第１異種装置プラットフォーム用の第１プラットフォーム特定型のプレゼンテーションは
、少なくとも１つのプラットフォーム特定型のGUIウィジェットを有してもよい。プラッ
トフォーム独立型のプレゼンテーションモデルのコピーに内にある、対応するプラットフ
ォーム独立型のGUIウィジェットの実行状態を更新するため、プラットフォーム特定型のG
UIウィジェットの現在の実行状態を確認し、それを用いてもよい。第２異種装置プラット
フォーム用のプラットフォーム特定型のプレゼンテーション開発のため、プラットフォー
ム独立型のプレゼンテーションモデルのコピーをカズタマイズしてもよい。プラットフォ
ーム独立型のGUIウィジェットの実行状態が、第２プラットフォーム特定型のプレゼンテ
ーション内の対応するプラットフォーム特定型のGUIウィジェットに適用されてもよい。
このように拡張性のあるアプリケーションがマイグレーションしたとき、第１異種装置プ
ラットフォームからの現在の実行状態が、第２異種装置プラットフォームの実行状態で実
行されてもよい。
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【００１２】
SGUIシステムの魅力的な特徴は、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルの
カズタマイズ中において、第１異種装置プラットフォームからの現在の実行状態を保存す
ることである。カスタマイズにおいては、動的にプラットフォーム独立型のGUIウィジェ
ットのレイアウトを再配置し、そしてプラットフォーム独立型のGUIウィジェットを、第
２異種装置プラットフォームのGUIと適合性のある他のウィジェットへの変換を含んでい
てもよい。独立型のGUIウィジェットの変換、及びそれに関連する実行状態の変換は、カ
ズタマイズモジュールにより実行されてもよい。
【００１３】
【発明の実施の形態】
本発明における他の特徴と利点は、図面と以下の詳細な説明で明らかにされる。好ましい
実施形態の以上の説明は、ただの一例に過ぎず、本発明の範囲を定義する特許請求の範囲
を制限するものではない。
【００１４】
本発明の好ましい実施形態において、異なる複数の装置プラットフォーム上で動作するこ
とのできる拡張性のあるアプリケーションと共に使う拡張性のあるグラフィカルユーザイ
ンターフェイス(SGUI)アーキテクチャを説明する。拡張性のあるアプリケーションは、異
種装置プラットフォームに対応付けられた多種のユーザインターフェイスと共に動作する
ように、SGUIシステムにより動的に適合されてもよい。SGUIシステムを使用することによ
り、拡張性のあるアプリケーションを、その拡張性のあるアプリケーションが動作するこ
とになる異種装置プラットフォームから独立したユーザインターフェイス機能を有するよ
うに設計できる。拡張性のあるアプリケーションの開発者は、SGUIシステムの使用をしな
ければ、種々の異種装置プラットフォームへのユーザインターフェイスを作成する時に、
多くの複雑なプログラム作成が必要になるが、SGUIシステムを使用すると、これらを避け
ることができる。さらに、SGUIシステムは、モデルベース型の技術のようなモデル構造が
なくても、異種装置プラットフォームで動作する。このようなわけで、アプリケーション
開発者によるプログラミングは比較的簡単であり、モデル構築、及び/またはモデル操作
技術は必要でない。
【００１５】
拡張性のあるアプリケーションには、異なるプラットフォーム装置上で動作することので
きるアプリケーションが含まれる。拡張性のあるアプリケーションのほとんどは、異種装
置プラットフォームの表示画面用のプレゼンテーションを生成する機能を有している。プ
レゼンテーションは、視覚的な素材からなる１ページまたはそれ以上のページ（またはプ
レゼンテーション単位）を含んでもよい。視覚的な素材は、異種装置プラットフォームの
ユーザのために、表示画面上に配置されてもよい。拡張性のあるアプリケーションは、ア
プリケーションGUIでプレゼンテーションを生成してもよい。アプリケーションGUIは、拡
張性のあるグラフィカル・ユーザインターフェイス・アプリケーションのコンポーネント
である。
【００１６】
異種装置プラットフォームは、表示機能と拡張性のあるアプリケーションを動作させる機
能を兼ね備えた装置であってもよい。典型的な異種装置プラットフォームは、無線電話、
ポケットPC、個人情報端末(PDA)、ぺージャー、デスクトップコンピュータ、ノートブッ
クコンピュータ、車載コンピュータ、または拡張性のあるアプリケーションを実行する機
能のある表示画面を兼ね備えた有線/無線装置を含んでもよい。また異種装置プラットフ
ォームは、例えばWindows NT(商標)、Windows 2000(商標)、Linux(商標)、Solaris(商標)
、MacOS(商標)、Palm(商標)、Windows CE(商標)、独自のオペレーティングシステム、ま
たはその他の装置に機能性を提供するオペレーティングシステムを含んでもよい。オペレ
ーティングシステムは、拡張性のあるアプリケーションを起動させたりサポートするため
の機能を提供してもよい。
【００１７】
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異種装置プラットフォームは、拡張性のあるアプリケーションを動作させたり、機能を提
供するハードウェアまたはソフトウェアを含んでいてもよい。例えば、メモリのような記
憶手段を含んでいてもよい。記憶手段は、例えば、オペレーティングシステム、拡張性の
あるアプリケーション、および装置プラットフォームに関する他の情報を記憶してもよい
。さらに、異種装置プラットフォームは、ユーザインターフェイスを含んでもよい。ユー
ザインターフェイスは、例えば、表示装置、キーボード、マウスに似たポインティングデ
バイス、タッチスクリーン、キーパッド、オーディオ機能、または異種装置プラットフォ
ームのユーザ用のインターフェイスを提供する手段を含んでもよい。
【００１８】
異種装置プラットフォームの機能は、多岐に異なっていてもよい。ここで言う機能とは、
異種装置プラットフォームと拡張性のあるアプリケーションの動作に影響を与えるハード
ウェア的な特徴と装置機能のことである。つまり、例えば、装置プラットフォームのタイ
プ（例：無線電話、PDA,ラップトップPC等）、利用可能なユーザインターフェイスライブ
ラリ、表示画面のサイズと解像度である。さらに、代表的な機能として、表示画面に関す
るユーザインターフェイス、計算処理容量、メモリのサイズ、プラットフォームの使用、
または装置プラットフォームのユーザインターフェイスと動作に影響するその他のパラメ
ータが挙げられる。
【００１９】
本発明の好ましい実施形態において、異種装置プラットフォームは、Java（登録商標）の
技術で作られた拡張性のあるアプリケーションを実行する移動装置である。Java（登録商
標）の技術は、Java（登録商標）VM(Virtual Machine;バーチャルマシン)上で動くJava（
登録商標）プログラミング言語を有している。Java（商標）VMは、多種に渡る装置プラッ
トフォーム上に移植されてもよい。典型的なJava（商標）技術の実装は、ノートPCの装置
プラットフォーム上で動くJava（商標）VM、ポケットPCの装置プラットフォーム上にある
パーソナルJava（商標）VM、無線電話の装置プラットフォーム上で動くJava（商標）KVM
である。他の実施形態においては、他のプログラミング言語/技術、および他の装置プラ
ットフォームが、SGUIシステムで使用される。他のプログラミング言語/技術とは、C言語
、C++言語、マイクロソフトのＣシャープ言語、及び/または他の技術である。
【００２０】
SGUIシステムは、拡張性のあるアプリケーションに対応付けられたアプリケーションGUI
の中間表現をインスタンス化させる。中間表現と同様にアプリケーションGUIは、非装置
に特定したもの（例えば、装置プラットフォームから独立しているもの）であるが、装置
プラットフォームと適合性がある方が好ましい。プラットフォーム独立型のプレゼンテー
ションモデルにおける中間表現のインスタンスの作成は、拡張性のあるアプリケーション
のアプリケーションGUIに基づいてもよい。中間表現は、拡張性のあるアプリケーション
により生成されるプレゼンテーション用の論理構造を提供してもよい。この論理構造を、
異種装置プラットフォーム用にカスタマイズして、SGUIシステムによるプラットフォーム
特定型のプレゼンテーションを作成してもよい。カスタマイズは、プレゼンテーションを
表示させる異種装置プラットフォームの機能と、アプリケーションGUI内で特定されたプ
ロパティに基づいてもよい。SGUIシステムによるカスタマイズは、装置プラットフォーム
用のグラフィカルユーザインターフェイスの開発において共通な３つの問題を提起してい
る。即ちそれらは、表示画面サイズ、入力方法、及びユーザインターフェイスライブラリ
である。
【００２１】
・表示画面サイズ
拡張性のあるアプリケーションは、複数の異種装置プラットフォーム上で動作することが
できる。よって、拡張性のあるアプリケーションを開発しているアプリケーションプログ
ラマは、表示画面用に特定なサイズを採り上げる必要はない。例えば、ドコモ 503ｉ無線
電話は120×130画素の表示画面を兼ね備え、コンパックのIPAQポケットPCは320×240画素
の表示画面を兼ね備え、典型的なノートPCは、1024×768画素の表示画面を兼ね備えてい
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る。表示画面のサイズは、表示画面上におけるプレゼンテーションのページを形成してい
るコンポーネントのレイアウトや、視覚的なプレゼンテーションの品質に影響を及ぼすこ
ともある。
【００２２】
ページを形成するコンポーネントを、グラフィカルユーザインターフェイス（GUI）コン
ポーネントと呼んでもよい。GUIコンポーネントは、表示画面の状況に応じて、固定およ
びアニメ化が可能であり、及び/またはインタラクティブであるプレゼンテーションの表
示機能である。GUIコンポーネントの典型例は、グラフィカルラベル、グラフィカルボタ
ン、グラフィカルチェックボックス、グラフィカルテキストフィールド、グラフィカルテ
キストエリア、グラフィカルリスト/テーブル、グラフィカルバックグラウンド、データ
入力フィールド、プルダウンメニュー、及び/または表示画面上に表示する機能を兼ね備
えているものである。GUIコンポーネントは、固有の識別子と一緒にGUIライブラリに保存
されてもよい。この識別子により、例えば、既に述べられているアプリケーションGUIは
、GUIコンポーネントでプレゼンテーションを作る。
【００２３】
プレゼンテーションは、表示画面のサイズの関数として、複数ページに細かく分割されて
もよい。例えば、ノートブックPCのような相対的に大きな表示画面は、大きなサイズ、及
び/またはたくさんの量のGUIコンポーネントを含んだ大きなページを表示することができ
る。一方、例えば、無線電話のような小さな画面は、かなりコンパクトなGUIコンポーネ
ントを持った小さなページのみ表示することができる。さらに、小さなページは、表示画
面上において、一度にほんの少しのGUIコンポーネントしか表示できない。
【００２４】
SGUIシステムは、異種装置プラットフォームの表示画面を最大限に埋めるために用いるこ
ともできる。中間表現を用いることにより、SGUIシステムは、ダイナミックなレイアウト
とアプリケーションGUIのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）変換を提供できる
。このようにアプリケーションGUIは、拡張性のあるアプリケーションが動いている異種
装置プラットフォームの表示画面に拡大縮小されてもよい。
【００２５】
・入力方法
異種装置プラットフォームは、また拡張性のあるアプリケーションとアプリケーションGU
Iに対応付けられている異なる入力方法を兼ね備えていてもよい。例えば入力方法として
、無線電話はキーパッド、ポケットPCは手書き入力用のペン、ノートブックPCはキーボー
ド、及び/またはマウスのようなポインティングデバイスを利用する。従って、拡張性の
あるアプリケーションのアプリケーション開発者は、対応しているアプリケーションGUI
用特定の入力方法を採用しなくてもよい。
【００２６】
SGUIシステムは、異種装置プラットフォームに対応できる装置プラットフォーム独立型の
GUIイベントを提供する。GUIイベントは、ページ上の視覚的な素材内における状態の変化
である。ユーザが、異種装置プラットフォームのユーザインターフェイスと対話すること
により、GUIイベントを引き起こされることもある。SGUIシステムにより、装置プラット
フォーム特定のGUIイベントを、装置プラットフォーム独立のGUIイベントに、動的に変換
される。このように、SGUIシステムを利用している拡張性のあるアプリケーションは、異
種装置プラットフォームのユーザインターフェイスと適合性があり、かつ異種装置プラッ
トフォームのユーザインターフェイスから独立しているGUIイベント機能を持つように設
計される。
【００２７】
・ユーザインターフェイスライブラリ
異種装置プラットフォームは、また異なるアプリケーションプログラムインターフェイス
（API）をサポートしてもよい。APIは、広範囲にわたる機能を提供する出来合いのソフト
ウェアコンポーネントの集まりの１つである。例えば、Java（登録商標）技術は、Java（
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登録商標）プリケーションプログラムインターフェイス（API）を持っている。Java（登
録商標）（API）は、Java（登録商標）型プログラム内で実装される標準的な機能を提供
するソフトウェアコンポーネントの集まりである。
【００２８】
Java（登録商標）プラットフォームは、「一度書いたらどこでも動く（Write Once, Run 
Anywhere; WORA）」を主張しているが、移動装置環境で開発しているJava（登録商標）ア
プリケーションにとって、これは当てはまらないこともある。例えば無線電話で、Java（
登録商標）プログラミング言語は、Java（登録商標） 2 Micro Edition(J2ME)であっても
よい。基本的にJ2MEのデザインは、柔軟性と分断に基づいている。柔軟性を成し遂げるた
め、J2MEは装置プラットフォーム特定型のAPIを設定している。装置プラットフォーム特
定型のAPIは、プロファイルとして言及される。J2MEアプリケーションは、特定の装置プ
ラットフォームで動くように書かれているので、異なるプロファイルは分断してしまう。
例えば、ドコモ503ｉの無線電話はJ2ME DoJa APIとして言及されるJava（登録商標）プロ
ファイルをサポートしてもよい。同様に、ポケットPCはPersonal Java（登録商標） AWT 
APIを、ノートブックパソコンはJava（登録商標）2 Standard Edition (J2SE) SWING API
をサポートしてもよい。
【００２９】
APIは、異種装置プラットフォームによって、異なるGUIライブラリをサポートしてもよい
。例えば、PDAは、対応しているGUIライブラリ内において、より多くのタッチスクリーン
関連のGUIコンポーネントを兼ね備えていてもよい。一方、例えば無線電話は、対応して
いるGUIライブラリ内において、指示関連のGUIコンポーネントしか兼ね備えていてなくて
もよい。既に知られている通り、GUIライブラリは、プレゼンテーションを作成するため
にアクセス可能な既成のGUIコンポーネントを編集したものである。
【００３０】
１つの実施形態のSGUIシステムは、異種装置プラットフォームと適合性があり、かつその
上でサポートされる装置プラットフォーム独立型APIを提供する。装置プラットフォーム
独立型のAPIは、異種装置プラットフォームに対応付けられている異なるGUIライブラリへ
、ブリッジング（橋渡し）機能を提供する。したがって、SGUIシステムを利用しているア
プリケーション開発者は、異種装置プラットフォーム用のプラットフォーム特定型のGUI
プレゼンテーションを開発するため、異なるGUIライブラリに精通している必要はない。
【００３１】
SGUIシステムの典型的な動作例は、拡張性のあるアプリケーションがある装置プラットフ
ォームから別の装置プラットフォームへマイグレーションすることである。拡張性のある
アプリケーションのマイグレーションは、ソース（供給元）装置プラットフォームからタ
ーゲット装置プラットフォームへ、動作中の拡張性のあるアプリケーションのインスタン
スのマイグレーションを含んでいる。例えば、会社でマウスやキーボードを使い、ラップ
トップPCで、Eメールに関連している拡張性のあるアプリケーションを操作しているユー
ザを考えてください。ここで仕事の完了前に、ユーザは会社を出る必要がある。この時に
ユーザは、まだアクティブな拡張性のあるアプリケーションを、ラップトップPC（ソース
（供給元）装置プラットフォーム）からPDA(ターゲット（目的）装置プラットフォーム)
へと動かすことにより、Eメール作業機能を続行できる。ラップトップPCの表示画面はPDA
より大きいので、アプリケーションのプレゼンテーションは、SGUIシステムによりPDAの
表示画面に適合される。これに伴い、ラップトップPCのマウスやキーボードで動いていた
ユーザインターフェイス機能もまた、SGUIシステムにより、PDA上にあるタッチスクリー
ンのユーザインターフェイス機能に適合されてもよい。SGUIシステムは、ソースおよびタ
ーゲット装置プラットフォームから独立しているユーザインターフェイスの拡張性のある
アプリケーションの移動性を提供する。このように拡張性のあるアプリケーションは、SG
UIシステムを使いながら動作する時にだけ必要であり、特に２つの装置プラットフォーム
上で動作する時に必要なわけではない。
【００３２】
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図１は、拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイス(SGUI)システム１０のある実
施形態のブロック図である。SGUIシステム１０は、拡張性のあるGUIライブラリモジュー
ル１２、カスタマイズモジュール１４、そしてレンダーマネージャモジュール１６を持っ
ている。図に描かれた実施形態は、本発明の理解を助けるためのものであり、これらの装
置は個々に独立したものではなく、同図より少ないまたは多い装置が、SGUIシステム１０
を説明している様々な実施形態で利用されてもよい。
【００３３】
拡張性のあるGUIライブラリモジュール１２は、拡張性のあるアプリケーションの開発中
において、アプリケーションの開発者が使用するツールであってもよい。さらに、拡張性
のあるGUIライブラリモジュール１２は、SGUIシステム１０による中間表現と共に使用す
るため、GUIコンポーネントのライブラリを提供してもよい。ある実施形態において、装
置プラットフォーム独立型APIは、拡張性のあるアプリケーションの開発中において使用
されてもよい。また中間表現を作るため、装置プラットフォーム独立型APIは、装置プラ
ットフォーム独立型のアプリケーションGUI内に、アプリケーション開発者により実装さ
れてもよい。したがって、装置プラットフォーム独立型のアプリケーションGUIを使用し
て中間表現のインスタンス化には、拡張性のあるGUIライブラリモジュール１２内におい
て、装置プラットフォーム独立型のAPIを実行することが含まれる。中間表現のインスタ
ンス化は、中間表現は装置プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルというこ
とを表している図１において、「装置独立型中間表現」となっている。
【００３４】
一般的に、拡張性のあるGUIライブラリモジュール１２は、Java(登録商標)アブストラク
ト ウインドウ ツールキット(AWT)のようなGUIライブラリの他のフォームに似ている。本
発明の好ましい実施形態において、拡張性のあるGUIライブラリモジュール１２は、Java(
登録商標)のアプリケーションGUIに似たスタイルで作られている。従って、Java(登録商
標)技術に詳しいアプリケーションプログラマが、装置プラットフォーム特定型APIを利用
する現存の装置プラットフォーム特定型のアプリケーションGUIを、SGUIシステム１０内
において、装置プラットフォーム独立型のAPIを利用する装置プラットフォーム独立型の
アプリケーションGUIに変換する要求は少なくなる。
【００３５】
カスタマイズモジュール１４は、ターゲット装置プラットフォームの装置独立の中間表現
をカスタマイズするために動作する。「ターゲット装置プラットフォーム」と言う語は、
拡張性のあるアプリケーションがディスプレイ用のプレゼンテーションを生成する、異種
装置プラットフォームを特定する。ターゲット装置プラットフォームとして、拡張性のあ
るアプリケーションが特定された装置プラットフォーム上を動作している間に、プレゼン
テーションは生成されてもよい。さらに拡張性のあるアプリケーションが、ソースからマ
イグレーションの目的である装置プラットフォーム(ターゲット装置プラットフォーム)へ
マイグレーションする時、プレゼンテーションが生成されてもよい。ある実施形態におけ
るカスタマイズモジュール１４は、タスクマネージャモジュール１８と変換マネージャモ
ジュール２０を持っている。
【００３６】
ある実施形態におけるタスクマネージャモジュール１８は、ターゲット装置プラットフォ
ームの機能に基づいて装置独立型の中間表現の機能を取り除いてもよい。その中間表現は
、タスクマネージャモジュール１８によりタスクが取り除かれたことを表している「取り
除かれた中間表現」と図１に示されている。ある実施形態において、拡張性のあるアプリ
ケーションは、ターゲット装置プラットフォームの機能を特定し、そしてその機能をタス
クマネージャモジュール１８へ提供する。またある実施形態において、タスクマネージャ
モジュール１８は、ターゲット装置プラットフォームの機能を特定することができる。
【００３７】
中間表現から取り除かれたタスクは、ターゲット装置プラットフォームに適合しない拡張
性のあるアプリケーションの代表的な機能/能力を持っていてもよい。例えば、ラップト
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ップパソコンは、電話のテンキー機能に関連しているタスクは使わない。同様に、利用で
きる能力に制約があるため、ターゲット装置プラットフォーム上に全てのタスクを表示す
ることは望ましくないともいえる。例えば、多量のテキストデータを入力するのに、無線
電話のテンキーを使うのは面倒くさい上、時間もかかる。だからタスクマネージャモジュ
ール１８は、無線電話にとっては面倒である編集機能に関連したタスクを取り除いてもよ
い。ある実施形態において、タスクマネージャは、ターゲット装置プラットフォームの機
能、及び/または中間表現内におけるアプリケーション開発者により特定された他のプロ
パティに応じて、タスクを取り除いてもよい。
【００３８】
変換マネージャモジュール２０は、中間表現を装置プラットフォーム依存型のプレゼンテ
ーションに変換するように動く。装置プラットフォーム依存型のプレゼンテーションは、
ターゲット装置プラットフォーム内で、特定のユーザインターフェイスに適合してもよい
。中間表現の変換は、タスクマネージャモジュール１８が不要なタスクを取り除くことに
より始まる。中間表現の変換には、ターゲット装置プラットフォームの機能ベースの中間
表現、中間表現の論理構造、及び/またはアプリケーションGUIが特定したプロパティを動
的に変更することが含まれる。以下における変換マネージャモジュール２０による変換に
おいて、中間表現は装置プラットフォーム依存型の中間表現であり、この装置プラットフ
ォーム依存型の中間表現は、プラットフォーム特定のプレゼンテーション方式における特
定のある異種装置プラットフォーム(ターゲット装置プラットフォーム)に対するカスタマ
イズを示すために「装置依存型中間表現」として図１に表されている。
【００３９】
レンダーマネージャモジュール１６は、ターゲット装置プラットフォームの表示画面上に
プレゼンテーションを表示するようにしてもよい。レンダーマネージャモジュール１６は
、カスタマイズモジュール１４による中間表現のカスタマイズを行う。レンダーマネージ
ャモジュール１６は、装置プラットフォーム依存型の中間表現から、プレゼンテーション
を取り出してもよい。さらにレンダーマネージャモジュール１６は、ターゲット装置プラ
ットフォームの表示画面上にプレゼンテーションを表示するために、拡張性のあるGUIラ
イブラリモジュール１２を利用してもよい。
【００４０】
レンダーマネージャモジュール１６の動作は、プレゼンテーションを取り出すため、装置
プラットフォーム依存型の中間表現をトラバースすることを含む。装置プラットフォーム
依存型の中間表現は、ターゲット装置プラットフォームに依存している装置プラットフォ
ーム用にカスタマイズされたアプリケーションGUIの符号化表示である。このように、レ
ンダーマネージャモジュール１６により取り出されたプレゼンテーションは、ターゲット
装置プラットフォームの表示画面上に写っている装置依存型のアプリケーションGUIを表
示する。
【００４１】
SGUIシステム１０の好ましい実施形態において、SGUIシステム１０は、ターゲット装置プ
ラットフォームに対しアプリケーションGUIの継ぎ目のないスケーリングを提供するため
、拡張性のあるアプリケーションと連動して動いてもよい。アプリケーション開発者は、
アプリケーションGUIから装置プラットフォーム独立型の中間表現を作るためのツールと
して、拡張性のあるGUIライブラリモジュール１２を使うことができる。図１に示すよう
に、SGUIシステム１０の稼動中、アプリケーションGUIは、拡張性のあるGUIライブラリモ
ジュール１２を使う装置プラットフォーム独立型の中間表現をインスタンス化してもよい
。カスタマイズモジュール１４は、拡張性のあるアプリケーションが動いているターゲッ
ト装置プラットフォームに基づく装置プラットフォーム依存型の中間表現に対し、中間表
現をカスタマイズしてもよい。レンダーマネージャモジュール１６は、ターゲット装置プ
ラットフォームのユーザインターフェイス用にカスタマイズされたプレゼンテーションを
取り出すため、装置プラットフォーム依存型の中間表現を使用してもよい。そしてプレゼ
ンテーションは、レンダーマネージャモジュール１６により、ターゲット装置プラットフ
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ォームの表示画面上に表示されてもよい。
【００４２】
図１に表されているモジュールのより細かな詳細について説明する。
【００４３】
図２は、拡張性のあるGUIライブラリモジュール１２の１実施形態のより詳細なブロック
図である。ある実施形態の拡張性のあるGUIライブラリモジュール１２は、拡張性のあるG
UIコンポーネントライブラリモジュール２２、中間表現モジュール２４（IR）、そして拡
張性のあるGUIイベント変換モジュール２６を有している。他の実施形態において、これ
より少ないまたは多いモジュールにより、拡張性のあるGUIライブラリモジュール１２の
機能を表してもよい。拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリモジュール２２は、有
名なGUIコンポーネントライブラリに共通している点がいくつかある。GUIコンポーネント
ライブラリモジュール２２のある実施形態において、GUIコンポーネントライブラリモジ
ュール２２は、複数の拡張性のあるグラフィックユーザインターフェイス(SGUI)コンポー
ネントと装置プラットフォーム独立型のAPIを有している。既に述べたように、装置プラ
ットフォーム独立型のAPIは、異種装置プラットフォームと適合性があり、そして装置独
立型のアプリケーションGUIを作るために利用できる。
【００４４】
SGUIコンポーネントは、ライブラリ内におけるグラフィカルユーザインターフェイスコン
ポーネントである。SGUIコンポーネントは、SGUIシステムで動作可能な異種装置プラット
フォームによりサポートされる装置独立型のグラフィカルユーザインターフェイスコンポ
ーネントとして描かれている。さらにSGUIコンポーネントは、グラフィカルユーザインタ
ーフェイスコンポーネントが、異種装置プラットフォーム用にカスタマイズ可能なことを
表すために用いられてもよい。またSGUIコンポーネントは、SGUIコンポーネント複合とし
て言及されてもよい。ここでSGUIコンポーネント複合は、関連のある機能を提供するため
にグループ化された複数のSGUIコンポーネント単体である。
【００４５】
装置独立型のアプリケーションGUIは、SGUIコンポーネントの表示を含む装置独立型の中
間表現のインスタンスを作るのに使われてもよい。しかしながらディスプレイ用のプレゼ
ンテーションを作る前に、中間表現は、装置プラットフォーム依存型の中間表現が表示可
能になるように、変換（またはカスタマイズ）されてもよい。
【００４６】
好ましい実施形態において、GUIコンポーネントライブラリモジュール２２は、Java(登録
商標) SWINGに似ている。これにより、Java(登録商標)スイングに明るいアプリケーショ
ン開発者は、拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリモジュール２２を容易に学ぶこ
とができる。ある実施形態において、Java(登録商標)スイングとSGUIコンポーネントの類
似点は、共に接頭辞がSだということである。つまり、この実施形態でJava(登録商標)SWI
NGの接頭辞は、Java(登録商標)SWINGのJではなく、Sなのである。
【００４７】
一般的に、クロスプラットフォームGUIライブラリを作るために、４つの有名な技術があ
る。それら４つの技術とは「Least Common Denominator (LCD)」,「Superset Emulation
」,「 Direct API Emulation」and 「Layering/Wrapper」である。LCD技術は、全てのGUI
ライブラリに共通の特徴を持っている。Superset Emulation技術は、全てのGUIライブラ
リ用のGUIコンポーネントのスーパーセットを提供できる。ダイレクトAPIエミュレーショ
ンの技術は、直接的に、あるGUIライブラリの装置特定型APIを別のGUIライブラリの装置
特定型APIへマッピングできる。レイヤリング/ラッパー技術は、GUIライブラリへマッピ
ングする、アブストラクトなGUIライブラリを提供する。
【００４８】
SGUIシステムのある実施形態において、ダイレクトAPIエミュレーションとラッパー技術
のコンビネーションが実装される。他の実施形態において、他の技術との組み合わせが使
われてもよい。しかしながら、LCD技術の利用は、SGUIコンポーネントの利用を制限する
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こともある。さらに、SGUIシステムがサポートするGUIライブラリの数が増えた時、スー
パーセットエミュレーションの利用は、拡張性を制限することもある。
【００４９】
ダイレクトAPIエミュレーションとラッパー技術の組み合わせが、拡張性のあるGUIコンポ
ーネントライブラリモジュール２２により実装されてもよい。拡張性のあるGUIコンポー
ネントライブラリモジュール２２は、他のGUIライブラリへマッピングされてもよい。あ
る実施形態において、拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリモジュール２２は、装
置特定のGUIライブラリへマッピングされてもよい。装置特定のGUIライブラリは、例えば
、Java（登録商標）スイング、Java（登録商標）AWT、及び/またはJava（登録商標）Doja
を有していてもよい。他の実施形態において、拡張性のあるGUIコンポーネントライブラ
リモジュール２２は、非装置特定のライブラリを有している増設された/異なるライブラ
リへマッピングされてもよい。
【００５０】
拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリモジュール２２内でのマッピングにおいて、S
GUIコンポーネントを、他のライブラリ内にある装置特定のGUIコンポーネントへマッピン
グする。このマッピングは、対応する装置特定のGUIコンポーネントが装置特定のGUIライ
ブラリ内において利用可能な場所で実行されてもよい。もし装置特定のGUIライブラリが
利用できないとき、SGUIコンポーネントは、装置特定のGUIライブラリ内において、装置
特定のGUIコンポーネント複合へマッピングされてもよい。ある実施形態において、マッ
ピングは定着してない。したがって、この実施形態において、アプリケーション開発者は
、拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリモジュール２２内においてSGUIコンポーネ
ントのマッピングを変えたり/加えたりすることにより、デフォルトマッピングを無視し
てもよい。
【００５１】
再び図２に戻るが、中間表現(IR)モジュール２４は、中間表現を作るためにアプリケーシ
ョンGUIが使用する装置独立型APIを有している、いかなるアプリケーションでもよい。中
間表現は、拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリモジュール２２を利用する装置独
立型アプリケーションGUIを表している。好ましい実施形態において、中間表現は木構造
のような構造を有しているので、だから中間表現は中間表現(IR)ツリー(木)と呼ばれても
よい。他の実施形態において、例えば、アウトライン構造、マトリックス構造、または他
の論理ベースの構造を、中間表現を表すために用いてもよい。
【００５２】
IRツリーは、SGUIコンポーネントが配置されているかもしれない論理構造を提供する。SG
UIコンポーネントは、IRツリー内の簡単な中間表現内に装置プラットフォーム独立型のア
プリケーションGUIを入れることにより、配置されてもよい。アプリケーションGUIは装置
プラットフォーム独立型なので、IRツリーは拡張性のあるアプリケーションによりサポー
トされる、すべての可能なSGUIコンポーネントを含んでいてもよい。SGUIコンポーネント
は、装置プラットフォーム独立型のプレゼンテーションへ簡単な変換を提供するように配
置されてもよい。さらに詳細は後で述べるが、レイアウト構造、レイアウトの制約、そし
て制約を示すその他のプロパティは、IRツリーの論理構造内において特定されてもよい。
さらに、IRツリーは、Java(登録商標)のアプリケーションGUI開発との類似を永続させる
ため、Java(登録商標)技術の階層的なコンテナ概念を取り入れることが望ましい。
【００５３】
図３は、IRツリー４０の構成例を示すブロック図である。IRツリー４０は、階層型構造内
にある相互に連結した複数のノードを持っている。図の階層構造は、数ある構造の中にお
ける１つの例に過ぎない。好ましい実施形態において、IRツリー４０は、少なくとも１つ
のコンポーネントノード４２と１つのコンテナノード４４を持っている。他の実施形態に
おいて、その他のカテゴリーを持つノードが、アプリケーションGUIを表すように特定さ
れてもよい。
【００５４】
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ある実施形態のコンポーネントノード４２は、個々のSGUIコンポーネントを表している。
コンポーネントノード４２より下の位置には他のノードがこれ以上無いので、コンポーネ
ントノード４２は、IRツリー４０の「葉」と見なしてもよい。ある実施形態のコンテナノ
ード４４は、IRツリー４０内における論理パネルを表している。論理パネルは、装置プラ
ットフォームの表示画面に表示するためIRツリー４０から作られたプレゼンテーションの
ページ内で、異なるセクション、または異なるパネルを表している。例えば、Eメールに
関するアプリケーション内において、コンテナノード４４は、ユーザが受け取った全ての
Eメールを表示するウインドウを表すことができる。
【００５５】
図に示す通り、コンテナノード４４は、下位の位置に自身と連結しているコンポーネント
ノード４２、及び/または他のコンテナノード４４を持っていてもよい。IRツリー４０の
下位に位置しているノードは、上位の関連論理パネルにより表されるセクションの一部ま
たはパネルである、関連サブ論理パネル及び関連SGUIコンポーネントを表している。例え
ば、Eメールを表示するウインドウにおいて、下位にあるコンテナノード４４は、ウイン
ドウ内で記述的なヘッダーを提供してもよいし、そして接続先のコンポーネントノード４
２は、受信したメールを分類する機能を提供してもよい。
【００５６】
図３のIRツリー４０における例で、最も高い位置にあるルートコンテナノード４４ａは、
全体的なプレゼンテーションを表してもよい。その他のコンテナノード４４は、プレゼン
テーション内で異なる論理パネルを表しているので、ルートコンテナノード４４ａの階層
的な子供と考えてよい。コンテナノード４４ｃ、４４ｄ、４４ｅ、４４ｇ、そして４４ｈ
は、ルートコンテナノード４４ａの一番下位のコンテナノードであると言える。逆に言え
ば、コンテナノード４４ｂ、４４ｃ、４４ｄは、ルートコンテナノード４４ａの直系の階
層的な子供である。さらに図にあるように、いくつかのコンテナノード４４の階層的な子
供達はコンポーネントノード４２である。例えば、コンテナノード４４ｃ、４４ｄの子供
は、それぞれコンポーネントノード４２ｇ、４２ｈとコンポーネントノード４２ｊ、４２
ｋである。
【００５７】
またIRツリー４０は、拡張性のあるアプリケーションのタスク構造でもよい。タスク構造
は、拡張性のあるアプリケーションが実行するタスクに関連するSGUIコンポーネントをグ
ループ化することにより、表示されてもよい。タスクという言葉は、装置プラットフォー
ムのユーザが、拡張性のあるアプリケーションで実行できる機能を特定している。機能は
、拡張性のあるアプリケーションと装置プラットフォームに依存している。例えば、無線
電話機(装置プラットフォーム)におけるEメール機能(拡張性のあるアプリケーション)は
、タッチスクリーンを使いながらEメールを見ること、削除すること、そして作成するこ
とができる機能を有している。したがって、ユーザの指示を示し、かつ受け入れるSGUIコ
ンポーネントは、機能別にグループ化される。
【００５８】
タスク構造は、特定のタスク(機能)に関するSGUIコンポーネント(コンポーネントノード
４２)を、論理パネル(コンテナノード４４)内にグループ化する。コンテナノード４４内
によるグルーピングにより、装置プラットフォームのディスプレイ上におけるSGUIコンポ
ーネントの対応するグループが表すタスクを表示することができる。例えば、図３におい
て、タスク４６はコンテナノード４４ｅ、そしてその階層的な子供であるコンポーネント
ノード４２ａと４２ｂである。一方、タスクは、複数のコンテナノード４４と、それに対
応するコンポーネントノード４２である。
【００５９】
ある実施形態において、SGUIコンポーネントのグルーピングにより、アプリケーションGU
Iがタスクの優先度を示している制約を提供するためのプロパティを特定する。プロパテ
ィは、対応するコンテナノード４４に対し、タスクの優先順位を添付してもよい。例えば
、タスクの優先順位は、特定の装置プラットフォームに適しているタスクを特定しても良
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いし、異種装置プラットフォームにおける別のタスクを特定しても良いし、及び/または
、タスク及び/または拡張性のあるアプリケーションが動いている装置プラットフォーム
に関連する情報を特定しても良い。
【００６０】
既に述べたように、アプリケーション開発者は、その開発中に、拡張性のあるアプリケー
ション内で、IRツリー４０を作ってもよい。コンテナノードとコンポーネントノードの階
層構造を特定する他に、アプリケーション開発者は、IRツリー４０の論理構造、及び/ま
たはIRツリー４０のレイアウトパラメータに影響する制約を提供するプロパティを特定し
てもよい。プロパティは、コンポーネントノード４２(SGUIコンポーネント)、コンテナノ
ード４４(論理パネル)、及び/またはIRツリー４０に対し、特定されてもよい。IRツリー
４０のインスタンスは、特定のプロパティを含んでもよいし、また特定のプロパティベー
スで作られてもよい。好ましい実施形態において、プロパティの特定化は、アプリケーシ
ョンGUI内において起こってもよい。また他の実施形態において、プロパティの特定化は
、ターゲット装置プラットフォーム内、または他の関連ある装置またはアプリケーション
内の拡張性のあるアプリケーションにおいて起こり得る。
【００６１】
IRツリー４０は、プレゼンテーションのページ内(プレゼンテーション部)において、アプ
リケーションGUIのレイアウトを表してもよい。ある実施形態において、IRツリー４０内
の相互関連のパターンによりレイアウトストラクチャは、直系の階層的子供ノードにより
、高い水準の論理パネル用に特定されてもよい。アプリケーション開発者は、アプリケー
ションGUIで、コンポーネントノード４２とコンテナノード４４用のレイアウト構造を示
しているプロパティを特定してもよい。プロパティは、論理パネル(コンテナノード４４)
とコンテナノード４４の階層的な子供であるSGUIコンポーネント(コンポーネントノード
４２)の位置を特定してもよい。例えば、コンポーネントノード４２ａにおけるレイアウ
ト構造は、コンテナノード４４ｅが表す論理パネルの右上において、SGUIコンポーネント
の位置を特定してもよい。同様に、コンポーネントノード４２ｂは、コンテナノード４４
ｅが表す論理パネルの左上において、対応するSGUIコンポーネントの位置を示しているレ
イアウト構造を含んでいてもよい。コンテナノード４４ｅも、コンテナノード４４ｂによ
り表される論理パネルのセンターにおいて、対応する論理パネルの位置を特定するレイア
ウト構造を含んでいてもよい。
【００６２】
さらに、図３のIRツリー４０の例において、プレゼンテーションのページ４８は、コンテ
ナノード４４とコンポーネントノード４２の階層的に関連のあるグループから形成されて
いてもよい。図の例において、ページ４８はコンテナノード４４ｂで形成されている。ペ
ージ４８は、コンテナノード４４ｂ以下の関連のある階層レベルが課したレイアウト構造
に起因してもよい。具体的に説明すると、４４ｆ内におけるコンテナノード４４ｇ、４４
ｈ、そして４４ｂ内における４４ｅ、４４ｆの特定化と同様に、対応するコンテナノード
４４ｅ、４４ｇ、４４ｈ内におけるコンポーネントノード４２ａ、４２ｂ、４２ｃ、４２
ｄ、４２ｅ、４２ｆのレイアウト構造を特定するプロパティが、ページ４８を作ることも
できる。他の実施形態において、他のレイアウト構造の特定化に関連するIRツリー４０に
おける他のノードの階層構造は、ページのフォーメーション(形成)に起因してもよい。
【００６３】
ターゲット装置プラットフォーム用のプレゼンテーションのページの生成時、SGUIシステ
ムは、提案されているレイアウト構造に従ってもよい。しかしながら、ある実施形態にお
いて、例えば、ターゲット装置プラットフォームの表示画面を最大限に利用することに高
い優先順位が設定されている場合において、提案されたレイアウト構造に従うことを無視
してもよい。
【００６４】
IRツリー４０の装置独立型プラットフォームが有する性質のせいで、アプリケーションGU
Iが生成されたときに、異種装置プラットフォーム内における多様な機能は、レイアウト
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構造の特定化を難しくする。例えば、許容されるページの最大のサイズは、ターゲット装
置プラットフォームの表示画面のサイズに依存しており、開発時間を特定するのは難しい
。さらに、開発時間においては、SGUIコンポーネントの実際サイズはわからない。SGUIコ
ンポーネントは、ターゲット装置プラットフォームの機能に基づき、多種あるサイズの中
から１つのSGUIコンポーネントに変換するので、SGUIコンポーネントの実際サイズはわか
らない。
【００６５】
ある実施形態において、アプリケーション開発者は、プレゼンテーション内において配置
されたSGUIコンポーネントに関するSGUIコンポーネントのサイズを予測することは可能で
ある。仮に、その予測が正確(SGUIコンポーネントの変換後のサイズに近い)なら、ターゲ
ット装置プラットフォームの表示画面内のレイアウトにおけるSGUコンポーネント間の大
きな「穴」は、避けることができる。また別の実施形態において、SGUIシステムは、いわ
ゆる「穴」を避けるために、同じコンテナノード４４(論理パネル)内で、SGUIコンポーネ
ントに似たサイズを保存するように努める。また他の実施形態において、自動レイアウト
生成のためのフォーム、ターゲット装置プラットフォーム用レイアウトのアプリケーショ
ン開発者によるカスタマイズ、及び/またはSGUIコンポーネントのサイズの多様性を指定
するための技術により、多様なレイアウト構造は指定される。
【００６６】
タスクの優先順位とレイアウト構造を示すプロパティの特定化に加えて、アプリケーショ
ン開発者は、IRツリー４０の論理構造、及び/またはIRツリー４０のレイアウトパラメー
タに影響する制約を提供するプロパティを特定してもよい。ある実施形態において、コン
テナノード４４のレイアウト優先順位に関連しているプロパティが特定される。本実施形
態のプロパティは、コンテナノード４４がページ上に配置されるオーダを特定する。最も
高いレイアウト優先順位のコンテナノード４４は、表示画面内で最初のページに位置し、
かつ対応するコンポーネントノード４２により特定されるSGUIコンポーネントを保持して
もよい。例えば、装置プラットフォームのユーザのために、あるタスクを易しくしたいと
いうアプリケーション開発者は、対応するパネル(コンテナノード４４)に、高いレイアウ
ト優先順位を設定する。
【００６７】
他の実施形態において、レイアウトの制約を特定するプロパティは、コンポーネントノー
ド４２に含まれてもよい。レイアウトの制約は、同ページに互いに隣接して配置される２
つまたはそれ以上のSGUIコンポーネントを条件として指定してもよい。例えば、イエスを
示している選択可能なボタンとノーを示している選択可能なボタンは、ボタンが隣接して
いることを条件として指定するレイアウトの制約を含んでもよい。
【００６８】
同様に他の実施形態で、プロパティは、コンテナノード４４内のレイアウトグループを特
定してもよい。レイアウトグループは、コンテナノード４４内のノードが、レイアウト構
造内で別ページに配置されるかどうかを条件として指定することもできる。ある実施形態
において、直系の階層的な子供としてコンポーネントノード４２を持っている全てのコン
テナノード４４は、レイアウトグループに特定されない限り分割できない。同様に、直系
の階層的な子供としてコンポーネントノード４２を持っていない本実施形態の全てのコン
テナノード４４は分割可能である。
【００６９】
別の実施形態において、プロパティはコンテナノード４４のラベルを特定できる機能を持
っている。ラベルは、論理パネルに対応付けられてもよいし、ページ間を移動するプレゼ
ンテーション内において、ナビゲーションバー/またはメニューを作成してもよい。他の
実施形態においてプロパティは、他の仕様や、論理コンディション、及び/またはコンポ
ーネントノード４２、コンテナノード４４及び/またはIRツリー４０に関連する付加機能
を特定するのに利用されてもよい。
【００７０】
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再び図２に戻り、拡張性のあるGUIイベント変換モジュール２６は、ターゲット装置プラ
ットフォームのユーザインターフェイスにより生成されるGUIイベントを変換する技術(方
法)であってもよい。ある実施形態において、拡張性のあるGUIイベント変換モジュール２
６は、装置独立型のGUIイベントAPIを持っている。装置独立型のGUIイベントAPIは、拡張
性のあるアプリケーションに対するイベントを処理する。前にも述べたがGUIイベントは
、表示画面上のSGUIコンポーネント内の状態の変化を表しているが、これはユーザが対応
する装置プラットフォームに関連しているユーザインターフェイスと対話するためである
。
【００７１】
先行技術では、GUIイベントは、装置特定型アプリケーションGUIアプリケーションプログ
ラムインターフェイス(API)により定義されている。装置特定型GUI APIは、GUIイベント
を生成する、特定装置の入出力方法に接続されているGUIイベントを定義する。拡張性の
あるGUIイベント変換モジュール２６は、異種装置プラットフォーム用のGUIイベントを変
換するのに使われる。また拡張性のあるGUIイベント変換モジュール２６は、異なる複数
の入力方法で動作が可能な装置独立型のGUIイベント変換機を有している。
【００７２】
ある実施形態において、GUIイベント変換機は、アクションと呼ばれる抽象的なイベント
を定義する。アクションは入力方法から独立している。例えば、ボタンとして動作するGU
Iコンポーネントに対応付けられたアクションは、装置プラットフォームに依存している
ラップトップコンピュータのマウスクリック、ポケットコンピュータのスタイラス・タッ
プ、または携帯電話のソフトキーから生成されてもよい。拡張性のあるアプリケーション
は、GUIイベント変換機のGUIイベントを表すアクションにより提供されてもよい。このよ
うに、GUIイベントを生成する入力方法は、拡張性のあるアプリケーションに対し、無関
係なものであってもよい。
【００７３】
拡張性のあるGUIイベント変換モジュール２６は、プラットフォーム独立型のアクション
の拡張性のあるユーザインターフェイスライブラリを持っている。拡張性のあるユーザイ
ンターフェイスライブラリは、拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリ２２、または
異なるライブラリに含まれていてもよい。ある実施形態において、拡張性のあるGUIイベ
ント変換モジュール２６は、装置プラットフォーム独立型のGUIイベントAPIに基づいた論
理マッピングを含んでいてもよい。拡張性のあるアプリケーションの開発者は、装置プラ
ットフォーム特定型のGUIイベントと同等のプラットフォーム独立型のアクションの間で
、論理マッピング用の装置プラットフォーム独立型のAPIを利用してもよい。このように
プラットフォーム独立型のアクションは、対応する装置プラットフォーム特定型のGUIイ
ベントの結果として、拡張性のあるアプリケーションへと配信されてもよい。
【００７４】
いくつかの拡張性のあるアプリケーションにおいて、装置プラットフォームの制約のため
に、プラットフォーム特定型のGUIイベントとプラットフォーム独立型のアクション間に
おけるマッピングは不可能かもしれない。例えば、ユーザがマップ・イメージにおける特
定のポイントをクリックするとき、拡張性のあるアプリケーションは、拡大または縮小で
きるインターラクティブマップを有していてもよい。パソコンサイドでは、装置プラット
フォーム特定型のマウスイベントは、マウスがクリックされた特定の位置を把握する。し
かしながら、無線電話において、ユーザインターフェイスとして位置決め入力装置は含ま
れなくてもよい。このように、無線電話における同等のプラットフォーム独立型のアクシ
ョンは、マップされることはない。この場合、拡張性のあるGUIイベント変換モジュール
２６のライブラリは、別段の定めがなければプラットフォーム独立型アクションが表す、
プラットフォーム特定入力方法用の装置プラットフォーム依存型アクションを有していて
もよい。これに伴い、アプリケーションGUIは、制約を伴うターゲット装置プラットフォ
ーム用のアプリケーションGUIをカスタマイズするプロパティを持っていてもよい。ある
実施形態において、一般的に装置プラットフォーム特定型GUIイベントは拡張性がないた
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め、拡張性のあるアプリケーションの主要な機能を実装するのに装置プラットフォーム独
立型のアクションを用いなくてもよい。本実施形態において、装置プラットフォーム依存
型のアクションは、主要な機能に対する付加拡張機能として用いられてもよい。
【００７５】
図４は、変換マネージャモジュール２０のより詳細なブロック図における１つの実施形態
である。変換マネージャモジュール２０は、変換ルールモジュール５０、サイズ変換コン
ポーネントモジュール５２、代替コンポーネントモジュール５４、GUI変換ルールモジュ
ール単体５６、GUI変換ルールモジュール複合５８、ダイナミックレイアウトモジュール
６０、スタイルガイドモジュール６２とSGUIコンポーネントリストモジュール６４から成
っている。他の実施形態において、変換マネージャモジュール２０内での機能は、本実施
形態で使用されているモジュールより少ない、または多い数のモジュールで表される。
【００７６】
変換ルールモジュール５０は、IRツリーを動的に作るために、拡張性のあるGUIコンポー
ネントライブラリモジュール２２(図２)を利用してもよい。IRツリーの構造は、対応する
プレゼンテーションのページにあるIRツリー内に表されるSGUIコンポーネントと、変換ル
ールで選択的に変換するSGUIコンポーネントから成っている。
【００７７】
変換ルールモジュール５０は、IRツリー４０(図３)におけるSGUIコンポーネントを変換す
るのに使われる複数の変換ルールから成っている。ある実施形態において、変換ルールモ
ジュール５０は、変換ルールの２つのカテゴリを表しているサイズ変換コンポーネントモ
ジュール５２と、代替コンポーネントモジュール５４から成っている。サイズ変換コンポ
ーネントモジュール５２は、ターゲット装置プラットフォームの表示画面のサイズをベー
スにSGUIコンポーネントのサイズを調整するルールを提供できる。代替コンポーネントモ
ジュール５４は、IRツリー内におけるアプリケーションGUIを表すSGUIコンポーネントと
置き換えに、代替のSGUIコンポーネントを特定できる。
【００７８】
ある実施形態の代替コンポーネントモジュール５４は、代替のSGUIコンポーネントに対す
る２つのカテゴリのルールを表しているGUI変換ルールモジュール単体５６と、GUI変換ル
ールモジュール複合５８から成っている。GUI変換ルールモジュール単体５６は、SGUIコ
ンポーネントをターゲット装置プラットフォームに特定するSGUIコンポーネントに変換す
るルールを提供する。
【００７９】
図５は、第１SGUIコンポーネント７０がターゲット装置プラットフォームに特定する第２
SGUIコンポーネント７２に、変換ルールで変換する例を示している。ターゲット装置プラ
ットフォームの機能、ターゲット装置プラットフォームのタイプ、ターゲット装置プラッ
トフォームのユーザインターフェイス、拡張性のあるアプリケーションの機能、及び/ま
たはSGUIコンポーネントのディスプレイに関するパラメータをベースに、SGUIコンポーネ
ントはターゲット装置プラットフォームに特定すると考えてよい。
【００８０】
図の例では、第１SGUIコンポーネント７０は、ユーザにより選択される「高」、「中」、
「低」、いわゆる優先度の選択リストを表している。同様に、第２SGUIコンポーネント７
２は、優先度の選択ボタンを表している。仮に、第１SGUIコンポーネント７０とターゲッ
ト装置プラットフォーム用のコンポーネントノード４２(図３)を含んでいるIRツリー４０
(図３)はPDAだとした場合、GUI変換ルールモジュール単体５６(図４)は、第１SGUIコンポ
ーネント７０を第２SGUIコンポーネント７２に変換する変換ルールを提供してもよい（矢
印７４）。
【００８１】
PDAの表示画面におけるサイズの限定、PDAで利用可能なユーザインターフェイス、または
PDAや拡張性のあるアプリケーションに関連性のある理由により、本実施例における第２S
GUIコンポーネント７２は特定のものと考えられてもよい。この図における例は、SGUIコ
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ンポーネントに適用可能な数ある変換ルールの一例にすぎない。
【００８２】
図４に再び戻り、GUI変換ルールモジュール複合５８は、SGUIコンポーネント複合が、タ
ーゲット装置プラットフォームに特定するSGUIコンポーネントに変換する変換ルールを提
供する。前にも述べた通り、SGUIコンポーネント複合は、IRツリー(図３)におけるコンテ
ナノード４４(図３)および対応するコンポーネントノード４２(図３)により表されてもよ
い。
【００８３】
図６は、第１SGUIコンポーネント複合７６が、ターゲット装置プラットフォームに特定し
ている第２SGUIコンポーネント複合７８へ変換する変換例を示している。
【００８４】
図の例によると、第１SGUIコンポーネント複合７６は、複数のデータエントリ８０、優先
度セレクション８２、そして好みセレクション８４から成っている。第２SGUIコンポーネ
ント複合７８は、ピックリスト８６と単一のデータエントリ８８から成っている。図５に
おける例と同様、矢印９０で示されているように、第１SGUIコンポーネント複合７６を第
２SGUIコンポーネント複合７８に変換するのに、GUI変換ルールモジュール複合５８から
利用可能な変換ルールを用いてもよい。
【００８５】
図４に戻るが、ダイナミックレイアウトモジュール６０は、装置プラットフォーム依存型
のプレゼンテーションを表すIRツリーを構成してもよい。ダイナミックな構成とは、プレ
ゼンテーションのページのIRツリーが表すSGUIコンポーネントの配置と、選択的にSGUIコ
ンポーネントが変換することを含んでいる。ある実施形態において、レイアウト構造やア
プリケーションGUIが特定する他の制約に従い、IRツリーにより表されるSGUIコンポーネ
ントがページ上にあってもよい。さらに、ダイナミックレイアウトモジュール６０は、適
合性を確認するために、プレゼンテーションとターゲット装置プラットフォームの機能と
を比べてもよい。例えば、制約に関する機能は、プレゼンテーションのページサイズでも
よい。ダイナミックレイアウトモジュール６０が構成するページのサイズは、プレゼンテ
ーションを表示するターゲット装置プラットフォームの表示画面サイズを超えてはいけな
い。制約に関する他の機能例は、SGUIコンポーネントの最小の視覚サイズ、またはターゲ
ット装置プラットフォームに関する他の機能である。
【００８６】
ダイナミックレイアウトモジュール６０は、変換ルールを選択＆適用する。そしてSGUIコ
ンポーネントを機能あるいは制約に従う形に変換するため、変換ルールモジュール５０か
ら利用可能な変換ルールを適用する。例えば表示画面のサイズの制約を満たすため、ダイ
ナミックレイアウトモジュール６０は、もっとコンパクトなプレゼンテーションを作るた
めに、変換ルールをIRツリー内のSGUIコンポーネントに適用してもよい。変換ルールの選
択は、拡張性のあるアプリケーション、ターゲット装置プラットフォームの表示画面サイ
ズ、装置プラットフォームのユーザインターフェイス機能、及び/またはディスプレイ、
及びターゲット装置プラットフォームとの相互作用に関するパラメータにより、決められ
てもよい。
【００８７】
ある実施形態において、ダイナミックレイアウトモジュール６０は、その機能や制約をベ
ースにプレゼンテーション用のページを生成してもよい。また別の実施形態において、変
換ルールの適用により、ターゲット装置プラットフォームに特定する様々な構成のページ
セットが生成される。ページセットとは、予想される装置プラットフォーム依存型プレゼ
ンテーションの一部分である。予想されるプレゼンテーション内で開発されたページをベ
ースに、ダイナミックレイアウトモジュール６０は、最も望ましい装置プラットフォーム
依存型のプレゼンテーションを得るために、ページセット内から選択的にページを利用し
てもよい。ダイナミックレイアウトモジュール６０の望ましい機能とは、ページ数の最少
化、アプリケーションGUIが特定するプロパティに従うこと、それぞれのページ用の表示
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画面を最大に利用すること、及び/またはプレゼンテーション、ターゲット装置プラット
フォーム及び/または拡張性のあるアプリケーションに関連しているその他の特徴である
。
【００８８】
さらに図４に示されているように、本実施形態のダイナミックレイアウトモジュール６０
は、スタイルガイドモジュール６２とSGUIコンポーネントリストモジュール６４から成り
立っている。また他の実施形態において、少ないまたは多い数のモジュールが、機能を表
すため、ダイナミックレイアウトモジュール６０内で特定されてもよい。
【００８９】
スタイルガイドモジュール６２は、少なくとも１つのプリケーション用のスタイルガイド
パラメータセットをSGUIコンポーネントに提供してもよい。スタイルガイドパラメータは
、プレゼンテーション内において変わらない外観を提供するため、SGUIコンポーネントの
視覚的な外観を標準化してもよい。典型的なスタイルガイドパラメータは、フォントサイ
ズ、コンポネント間におけるスペース、色彩などから成っている。ある実施形態において
、スタイルガイドパラメータの1セットは、全ての装置プラットフォームに使われている
。また別の実施形態において、スタイルガイドパラメータのセットは、１つまたはそれ以
上のターゲット装置プラットフォームに対応付けられていてもよい。
【００９０】
SGUIコンポーネントリストモジュール６４は、予想されるSGUIコンポーネントのリストを
編集する。予想されるSGUIコンポーネントのリストは、IRツリー内にあるSGUIコンポーネ
ントの変換から生じるSGUIコンポーネントを表してもよい。ダイナミックレイアウトモジ
ュール６０は、リスト作成のため、変換ルールをIRツリー内にあるSGUIコンポーネントに
適用してもよい。ある実施形態において、SGUIコンポーネントリストモジュール６４が、
リスト内のSGUIコンポーネントのサイズに応じて、SGUIコンポーネントのリストを編集し
てもよい。
【００９１】
ダイナミックレイアウトモジュール６０は、SGUIコンポーネントのリスト作成のため、変
換ルールモジュール５０から選択的に適切な変換ルールを適用してもよい。ある実施形態
において、適切な変換ルールの選択のために、ダイナミックレイアウトモジュール６０は
ルールに基づいた技術（方法）を用いてもよい。その技術（方法）においては、２つの前
提条件に基づいた選択的な変換ルールが適用可能である。最初の前提条件とは、変換する
SGUIコンポーネントの特徴を考慮することである。第２の前提条件とは、プレゼンテーシ
ョン用のターゲット装置プラットフォームの機能を考慮することである。
【００９２】
前提条件に加えて、ある実施形態では、ダイナミックレイアウトモジュール６０のランキ
ングから、適切な変換ルールを選択してもよい。変換ルールのランキングは、変換ルール
を適用した結果に基づいてもよい。例えばどのくらいの確率で変換ルールが、異なる拡張
性のあるアプリケーション用に適正な変換を実現するかということに基づき、ランキング
が決まるということである。よって、かつ高い確率で変換が成功する変換ルールはランキ
ングが高く、逆にある特定の拡張性のあるアプリケーション用にしか特定されていない変
換ルールはランキングが低い。例えば、(少ない数の選択可能なアイテムにおける)選択ボ
タン(図５参照)に対する選択リストの変換は、世界的な規模で拡張性のあるアプリケーシ
ョンにおいて適用可能なので、高いランキングが指定されてもよい。
【００９３】
SGUIコンポーネントリストの生成に続いて、ダイナミックレイアウトモジュール６０は、
プレゼンテーションにおける使用目的でリストからSGUIコンポーネントを選択してもよい
。ある実施形態において、最大サイズの表示画面に基づき、SGUIコンポーネントが選択さ
れる。また他の実施形態において、ターゲット装置プラットフォームの機能や拡張性のあ
るアプリケーションの機能、及び/またはその他条件が、選択過程において用いられても
よい。SGUIコンポーネントはリストから選択され、プレゼンテーションを表すページ上に
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配置されてもよい。リストから選択されたSGUIコンポーネントは、リストを作るのに用い
られたSGUIコンポーネントを置き換えてもよい。SGUIコンポーネントの置き換えにより、
装置プラットフォーム独立型のSGUIコンポーネントは、効果的にターゲット装置プラット
フォームに特定するSGUIコンポーネントに変換される。
【００９４】
ある実施形態において、各々のページは、表示画面の最大のサイズと比較されてもよい。
この実施形態において、ページを構成するSGUIコンポーネントを縮小するか、または拡大
する必要性があるかどうかにより、ダイナミックレイアウトモジュール６０は、リストか
ら大きな、または小さなサイズのSGUIコンポーネントを選択してもよい。ある実施形態に
おいて、SGUIコンポーネントに対応するリスト内に、似たサイズのSGUIコンポーネントが
ある場合におけるSGUIコンポーネントの選択は、リスト内でSGUIコンポーネントを作るの
に用いられる変換ルール(既に紹介済み)のランキングに基づいてもよい。
【００９５】
本発明の好ましい実施形態において、ダイナミックレイアウトモジュール６０は、プレゼ
ンテーションに対応しているページを作るために、IRツリーを通して繰り返し処理を行っ
てもよい。ある実施形態において、ダイナミックレイアウトモジュール６０によるプロセ
スは、IRツリーの最も低い階層レベルから高いレベルに向けて処理を行う。ページを満た
すために、ダイナミックレイアウトモジュール６０は、論理パネルをプレゼンテーション
のページに付け加えてもよい。ページが満たされてないときは、兄弟ノードあるいは高い
レベルにあるノードからの階層的に関連のある論理パネルが、ページに付け加えられても
よい。例えば、図３によれば、コンテナノード４４ｈ、４４ｆ、そして４４ｅが、ページ
４８を作るために、コンテナノード４４ｇに付け加えられてもよい。これとは逆にページ
がはみ出したときは、表示画面のサイズに合わせるために、ページ内においてSGUIコンポ
ーネントの変換を実行してもよい。
【００９６】
ページがおおむね満たされたとき、プレゼンテーション用の新しいページが作られる。お
おむね満たされたページとは、利用可能なSGUIコンポーネントで、ターゲット装置プラッ
トフォームの表示画面を最大化することである。ある実施形態において、おおむね満たさ
れたページとは、およそ９５％から１００％の割合で、ターゲット装置プラットフォーム
の表示画面を満たしていることである。レイアウト構造、他の条件として指定されてる制
約、及び/またはSGUIコンポーネントは表示画面が完全に満たされることを防ぐが、おお
むね満たされたページ内では、現条件のもとで満たされている部分を最大限に活用する。
【００９７】
図７は、図３のIRツリー４０を参照しながら、図４の変換マネージャモジュール２０のあ
る実施形態の動作を示しているブロック図である。変換マネージャモジュール２０の動作
がブロック１００で始まる。変換マネージャモジュール２０は、好ましくは、以下におい
てIRツリー４０をインスタンス化し、そして取り除くことにより発生する。IRツリー４０
において、最も高いレイアウト優先度を持ち、かつ最も低いレベルにあるコンテナノード
４４が特定される。(ブロック１０２)低いレベルにあるコンテナノードは、SGUIコンポー
ネント(コンポーネントノード４２)を表す階層的な子供ノードである。図３におけるIRツ
リー４０の例では、コンテナノード４４ｃ、４４ｄ、４４ｅ、４４ｇ、そして４４ｈが、
最も低いレベルにあるコンテナノードである。レイアウトの優先度は、アプリケーション
GUIのプロパティにより特定される。ここでは動作を説明する目的上、図３のコンテナノ
ード４４ｇが、最も高いレイアウト優先度を持っているとする。
【００９８】
スタイルガイドモジュール６２は、特定のコンテナノード４４(コンテナノード４４ｇ)に
関連しているSGUIコンポーネント(コンポーネントノード４２ｃと４２ｄ)に対し、ターゲ
ット装置プラットフォームに対応するスタイルガイドパラメータセットを適用する。（ブ
ロック１０４）SGUIコンポーネントは、IRツリー４０のレイアウト構造とアプリケーショ
ンGUIに条件として指定される制約に従い、プレゼンテーションのページ上に配置される
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。(ブロック１０６)そして、ページのサイズが決定する。（ブロック１０８）その後、表
示画面からページのサイズがはみ出したかどうかが決まる。（ブロック１１０）ページの
サイズが、ターゲット装置プラットフォームの表示画面のサイズより大きければ、ページ
はターゲット装置プラットフォームの表示画面からはみ出していることになる。
【００９９】
図８のブロック１１４において、ページがはみ出していたら、適切な変換ルールが選択さ
れ、ダイナミックレイアウトモジュール６０により、そのルールがSGUIコンポーネントに
適用される。予想されるSGUIコンポーネントのリストが作成され、サイズに従いながらSG
UIコンポーネントリストモジュール６４と共に編集される。(ブロック１１６)例えば、サ
イズ縮小の必要がある等の条件をベースにしたリストから、SGUIコンポーネントは特定さ
れる。(ブロック１１８)そして、リスト内にある１つ以上のSGUIコンポーネントが特定さ
れたかどうかを決定する。(ブロック１２０)もしノーなら、特定されたSGUIコンポーネン
トが選択される。(ブロック１２２)その後、選択されたSGUIコンポーネントが、ページ(
ブロック１０６)内で以前に表示された対応するSGUIコンポーネントと交換され(ブロック
１２４)、動作は図７のブロック１０４に戻る。もし複数のSGUIコンポーネントが特定さ
れたら、最も高いランクの変換ルールから作られたSGUIコンポーネントが選択され(ブロ
ック１２５)、動作はブロック１２４に進む。
【０１００】
図９に戻り、ブロック１１０(図７)においてページがはみ出していない場合、ページが満
たされていないことが決定される。（図９：ブロック１２６）ページのサイズがターゲッ
ト装置プラットフォームの表示画面のサイズより小さい時、ページは満たされていないと
いう事になる。もしページが満たされないと決定した時、まだページ上に配置されていな
い兄弟ノード(図３のコンテナノード４４ｈ)の特定作業が行われる。(ブロック１２８)も
し兄弟ノードが配置されていない場合、最も高い優先度を持つ特定された兄弟ノードが選
択され(ブロック１４４)、そして選択されたノードの処理を始めるため、動作は図７のブ
ロック１０４に戻る。もし兄弟ノードが既に配置されているなら（または存在しないなら
）、次に高い階層レベル(図３のコンテナノード４４ｆ)からの関連ノードが特定される。
(ブロック１３０)
【０１０１】
ルートコンテナノード(コンテナノード４４ａ)かどうかを判断するのに、次に高い階層レ
ベルからのノードが確認される。(ブロック１３２)もしイエスなら、まだページ上に置か
れていない付加的で最も低いレベルのコンテナノードの有無を調べるためにIRツリーを確
認する。(ブロック１３４)もしそのような最も低いレベルのコンテナノードが存在するな
ら、最も低いレベルにありかつ次に高い優先度を持っている別のコンテナノード４４(図
３)を特定するため、動作はブロック１０２(図７)へ戻る。もしそのような最も低いレベ
ルのコンテナノードが存在しないなら動作は終わる。(ブロック１３６)
【０１０２】
ブロック１３２に戻り、次に高い階層レベルにおけるノード(図３のコンテナノード４４
ｆ)がルートコンテナノード(コンテナノード４４ａ)でない場合、ノードがページ内に以
前に配置されたかどうかを決める。（ブロック１３８）ノードが以前に配置されていない
なら、ノード処理を始めるために、動作はブロック１０４(図７)へ戻る。ノードが以前に
配置されているなら、次の高い階層レベルにあるノードの兄弟ノード(図３のコンテナノ
ード４４ｅ)が配置されていないかどうかを判定する。(ブロック１４０)もし兄弟ノード
がページ内で既に配置されているなら（または存在しないなら）、動作はブロック１３４
へ戻る。兄弟ノードが配置されていないなら、最も高いレイアウト優先度を持っている兄
弟ノードが選択され(ブロック１４２)、選択されたノードの処理を始めるため、動作はブ
ロック１０４(図７)へ戻る。
【０１０３】
ブロック１２６へ戻り、ページが満たされていないとは言えない場合、ページはおおむね
満たされていると見なされる。(ブロック１４６)残りのSGUIコンポーネントを配置するた
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めに、新しいページが割り当てられ(ブロック１４８)、動作はブロック１３４へ戻る。
【０１０４】
別の実施形態において、ページが満たされたと判断されると、リストからの代替SGUIコン
ポーネントを用いることにより、同ページにおける付加的な変化の生成のための追加的な
動作が実行されてもよい。追加的な動作に続いて、ダイナミックレイアウトモジュール６
０は、既に前述した通り、最も望ましい装置プラットフォーム依存型のプレゼンテーショ
ンを選択してもよい。
【０１０５】
通信システム内におけるSGUIシステムの利用例が説明される。図１０は、装置プラットフ
ォーム２０２、変換サーバ２０４、そしてプラットフォーム２０２、変換サーバ２０４と
ネットワーク２０８を介して通信しているライブラリサーバ２０６を有している、通信シ
ステム２００の実施例を示している。装置プラットフォーム２０２は、既に述べられてい
る異種装置プラットフォームでもよい。変換サーバ２０４およびライブラリサーバ２０６
は、ネットワーク２０８内において、サーバ機能を実行するいかなる装置であってもよい
。ある実施形態において、動作システムを含む１つまたはそれ以上のサーバコンピュータ
は、変換サーバ２０４およびライブラリサーバ２０６として動作する。動作システムの例
として、Microsoft (登録商標)、Windows NT(登録商標)、UNIX(登録商標)、またはサーバ
機能をサポートできる他の動作システムが挙げられる。サーバ２０４、２０６は、データ
を保存し、データにアクセスする機能や、SGUIシステムの一部分などのアプリケーション
を実行する機能を有していてもよい。ネットワーク２０８は、インターネット、公衆また
は専用イントラネット、イクストラネット、及び/または無線、光フャイバ、及び/または
有線通信を介し、データ送信や指令が可能なネットワーク構成の形式などであってもよい
。
【０１０６】
通信システム２００内において、SGUIシステムは動作可能である。ある実施形態において
、拡張性のあるアプリケーション２１０は、装置プラットフォーム２０２上において動作
してもよい。さらに、拡張性のあるGUIライブラリモジュール１２とレンダーマネージャ
モジュール１６は、装置プラットフォーム２０２上において動作してもよい。さらに、こ
の実施形態では、タスクマネージャモジュール１８と変換マネージャモジュール２０は、
変換サーバ２０４上のカスタマイズモジュール１４内で動作してもよい。既に前実施形態
で説明されている拡張性のあるアプリケーション２１０、拡張性のあるGUIライブラリモ
ジュール１２、カスタマイズモジュール１４、そしてレンダーマネージャモジュール１６
は、本実施形態においても同様の働きをする。
【０１０７】
他の実施形態において、SGUIシステムにおける異なる機能、及び拡張性のあるアプリケー
ションは、異種装置プラットフォームとサーバ間において配信されてもよい。例えば、各
動作をサポートするのに十分な能力があるところで、SGUIシステムと拡張性のあるアプリ
ケーション２１０は、装置プラットフォーム２０２上を動作可能となる。また別の例にお
いて、SGUIシステムと拡張性のあるアプリケーション２１０の一部分は装置プラットフォ
ーム２０２上において動作可能であり、またSGUIシステムと拡張性のあるアプリケーショ
ン２１０のその他の部分は、その他の装置プラットフォーム上で動作可能である。また別
の例においてSGUIシステムの大部分は、サーバ上またはその他類似の装置上で動作可能で
あり、そしてSGUIシステムの不可欠な部分だけが、装置プラットフォーム２０２上におい
て動作可能であってもよい。
【０１０８】
ある実施形態において、拡張性のあるGUIライブラリモジュール１２における拡張性のあ
るGUIコンポーネントライブラリ２２全体(図２)は、装置プラットフォーム２０２に保存
されてもよい。この実施形態において、変換サーバ２０４は、ネットワーク２０８経由で
、拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリへアクセスしてもよい。既に説明されてい
るが、変換マネージャモジュール２０は、GUIコンポーネントの変換中に、拡張性のあるG
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UIコンポーネントライブラリへ、アクセスしてもよい。
【０１０９】
別の実施形態において、拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリ２２のサブセットと
共に、拡張性のあるGUIライブラリモジュール１２の一部分は、装置プラットフォーム２
０２に保存されてもよい。拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリ２２の保存につい
ては、そのサブセットに限られているが、その理由は、例えば、装置プラットフォーム２
０２の限られた保存機能、情報検索の増加、及び/または装置プラットフォーム２０２及
び/または拡張性のあるアプリケーション２１０の動作に関する理由である。拡張性のあ
るGUIコンポーネントライブラリ２２のサブセットは、装置プラットフォーム２０２によ
り頻繁に用いられるSGUIコンポーネントを含んでいてもよい。この実施形態では、拡張性
のあるGUIコンポーネントライブラリ２２全体(図２)と共に、拡張性のあるGUIライブラリ
モジュール１２の一部分がライブラリサーバ２０６に保存され、そして必要があれば、装
置プラットフォーム２０２によりネットワーク２０８を介してアクセスされる。またカス
タマイズモジュール１４は、装置プラットフォーム２０２内の拡張性のあるGUIコンポー
ネントライブラリ２２のサブセット、及び/またはライブラリサーバ２０６内の拡張性の
あるGUIコンポーネントライブラリ２２全体へアクセスしてもよい。別の実施形態におい
て、変換サーバ２０４は、装置プラットフォーム２０２からの、または変換サーバ２０４
自身からのアクセスに備え、拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリ２２を保存して
もよい。
【０１１０】
また別の実施形態において、変換サーバ２０４は、GUIライブラリモジュール１２の一部
分を持っていてもよい。例えば装置プラットフォーム２０２の制限された処理能力、装置
プラットフォーム２０２のリソースを保存する要求、そしてSGUIシステムの動作に関する
その他の理由により、GUIライブラリモジュール１２の一部分は、変換サーバ２０４内に
保存されてもよい。ある実施形態において、中間表現モジュール２４(図２)の一部分は、
変換サーバ２０４に含まれていてもよい。変換サーバ２０４に含まれている中間表現モジ
ュールの一部分は、モバイルコードをベースにしたIRツリーのインスタンスを作るために
動作してもよい。この実施形態においてモバイルコードは、拡張性のあるアプリケーショ
ン２１０のアプリケーションGUIから、ネットワーク２０８を介して、変換サーバ２０４
へ送信されてもよい。中間表現モジュールの一部分は、アプリケーションGUIを表すIRツ
リーのインスタンスを作るために、モバイルコードを実行してもよい。
【０１１１】
図１１は、図１０を参照しながら説明されたSGUIシステムのある実施形態における動作を
説明したブロック図である。拡張性のあるアプリケーション２１０がターゲット装置プラ
ットフォーム(装置プラットフォーム２０２)へマイグレーション、またはターゲット装置
プラットフォームから起動したとき、動作は始まる（ブロック２５０）。拡張性のあるア
プリケーション２１０は、IRツリーのインスタンスがターゲット装置プラットフォーム上
において作成されるかどうかを判断する。（ブロック２５２）もしイエスなら、IRツリー
のインスタンスを作るために、拡張性のあるアプリケーション２１０内のアプリケーショ
ンGUIは、GUIライブラリモジュール１２に関連して利用される。(ブロック２５４)アプリ
ケーションGUIを表しているIRツリーは、変換サーバ２０４に送信されてもよい。(ブロッ
ク２５６)もしIRツリーのインスタンスがターゲット装置プラットフォーム上において作
成されないなら、モバイルコードが変換サーバ２０４に送信される。(ブロック２５８)ア
プリケーションGUIを表しているIRツリーのインスタンスを作るために、変換サーバ２０
４はモバイルコードを実行する。(ブロック２６０)既に説明済みだが、IRツリーは装置プ
ラットフォーム独立型で、そしてアプリケーションGUIに特定されているプロパティを含
んでいる。
【０１１２】
ブロック２６４において、ターゲット装置プラットフォームの機能が、変換サーバ２０４
に送信される。ターゲット装置プラットフォームの機能として、タスクマネージャモジュ
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ール１８は、IRツリーから不必要な論理パネル及び/またはSGUIコンポーネントを削除す
る。(ブロック２６６)変換マネージャモジュール２０は、タスクマネージャモジュール１
８からIRツリーを受け取り、IRツリーの変換を始める。（ブロック２６８）IRツリーの変
換は、IRツリーにおいて表されているSGUIコンポーネントの構成を含む。装置プラットフ
ォーム依存型のプレゼンテーションのレイアウトを作るため、IRツリーは変換される。
【０１１３】
再び図１２に戻るが、変換の後、装置依存型IRツリーはターゲット装置プラットフォーム
に送信される。（ブロック２７０）レンダーマネージャモジュール１６は装置依存型IRツ
リーを通過して、SGUIコンポーネントのインスタンス化を開始する。(ブロック２７２)レ
ンダーマネージャモジュール１６は、SGUIコンポーネントがターゲット装置プラットフォ
ーム内において拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリ２２に保存されているかどう
かを判断する。(ブロック２７４)もしイエスなら、レンダーマネージャモジュール１６は
、装置プラットフォーム２０２の表示画面上に、カスタマイズされたアプリケーションGU
Iを表示することを指示する。(ブロック２７６)SGUIコンポーネントが、ターゲット装置
プラットフォーム２０２内における拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリ２２内に
保存されていないなら、レンダーマネージャモジュール１６は、ライブラリサーバ２０６
から装置プラットフォーム２０２へSGUIコンポーネントを動的にダウンロードする。(ブ
ロック２７８)そして、レンダーマネージャモジュール１６は、装置プラットフォーム２
０２の表示画面上に、装置依存型アプリケーションGUIの表示を指示する。(ブロック２７
６)
【０１１４】
GUIのマイグレーションのイベント前に、ユーザに対して利用可能な技術的特徴を提供す
る他、SGUIシステム１０は、第１異種装置プラットフォームから第２異種装置プラットフ
ォームへマイグレーションするGUIアプリケーションの実行状態を保存することができる
。ここでいう実行状態とは、SGUIコンポーネントに影響を与えている拡張性のあるアプリ
ケーションのエンドユーザがもたらした変化を指している。この変化はSGUIコンポーネン
トの変数（外観の変化、データエントリー、状態変化）を含んでもよい。図１３は、第１
異種装置プラットフォーム３０２、第２異種装置プラットフォーム３０４、そしてサーバ
コンピュータ３０６を有しているSGUIシステム１０の実施形態により動作している通信シ
ステムのブロック図である。他の例において、本実施形態とは異なる数のプラットフォー
ム、及びサーバが利用可能なのはいうまでもない。
【０１１５】
第１異種装置プラットフォーム３０２、第２異種装置プラットフォーム３０４は、前に説
明された、いかなる異種装置プラットフォームであってもよいし、かつ各々はレンダーマ
ネージャモジュール１６を有してもよい。サーバコンピュータ３０６はコンピュータ装置
に類似のものであってよいし、また拡張性のあるGUIライブラリ１２やカスタマイズモジ
ュール１４内にあるタスクマネージャモジュール１８及び変換マネージャモジュール２０
を有していてもよい。他の例においてモジュールは、コンピュータ装置の処理能力、ネッ
トワーク２０８の構成、プロバイダーの優先度などの様々な変化に応じながら、通信シス
テム内にある装置へと別々に配信されてもよい。第１異種装置プラットフォーム３０２＆
第２異種装置プラットフォーム３０４とサーバ３０６間における通信は、ネットワーク２
０８を介してもよい。
【０１１６】
前にも説明した通り、装置プラットフォーム独立型(PI)の中間表現は、拡張性のあるアプ
リケーションを開発の一部分として開発される。プラットフォーム独立型の中間表現は、
プラットフォーム独立型の中間モデル形式で保存されてもよい。プラットフォーム独立型
の中間モデルは、サーバ３０６、第１異種装置プラットフォーム３０２、第２異種装置プ
ラットフォーム３０４あるいはネットワーク２０８と通信しているその他の装置内で保存
されてもよい。
【０１１７】
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本実施形態において、装置プラットフォーム独立型の中間表現は、最大の表示画面と最も
大規模なユーザインターフェイスメカニズムを有している装置プラットフォームに基づい
て特定されてもよい。ここでアプリケーション開発者は、拡張性のあるアプリケーション
は最大の表示画面と最も大規模なユーザインターフェイスメカニズムで動作していること
が予測できる。例えば、装置プラットフォーム独立型の中間表現は、大きな表示画面と複
数のユーザインターフェイス（例：タッチスクリーン、マウス、キーボードなど）を持つ
ラップトップコンピュータの動作に基づいて特定されてもよい。従って、プラットフォー
ム独立型のプレゼンテーションモデルから生成されたプラットフォーム特定型のプレゼン
テーションは、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルと同サイズ、あるい
はそれより小さいものであってもよい。
【０１１８】
図１４は、IRツリー４０及び対応するGUIプレゼンテーション４０４形式における拡張性
のあるサーチアイテムアプリケーション用のプラットフォーム独立型のプレゼンテーショ
ンモデルである。前に説明済みだが、ルートノード４４ａはIRツリー４０上に位置し、か
つGUIプレゼンテーションを表してもよい。ルートノード４４ａの子供ノードは、コンテ
ナノードあるいは拡張性のあるアプリケーションのエンドユーザに対して利用可能な異な
るタスクを表しているタスクノードである。コンポーネントノード、個々のSGUIコンポー
ネント及びSGUIコンポーネント複合を表している「葉ノード」が広がるまで、コンテナノ
ード４４は、さらにサブタスクノード、サブのサブタスクノード等に分割可能な論理パネ
ルであってもよい。
【０１１９】
図１４の例において、「アイテムタスクのサーチ」として特定されているコンテナノード
４４ｍは、「タスクのサーチ」として特定されている第１タスクノード４４ｎ、「結果タ
スクの分類」として特定されている第２タスクノード４４ｐ、および「結果タスクの表示
」として特定されている第３タスクノード４４ｑを有している。タスクノード４４ｎ,４
４ｐ,４４ｑの各々は論理パネルを表しており、かつコンポーネントノードを有している
。図の例においてコンポーネントノードは、IRツリー４０のプラットフォーム独立型のプ
レゼンテーションモデルから生成されたJ2SE Swing GUIのようなGUIプレゼンテーション
４０４内に描かれている。従ってGUIプレゼンテーション４０４を形成するために、IRツ
リー４０のSGUIコンポーネントは、J2SE Swingにおけるプラットフォーム特定型のGUIコ
ンポーネントへマッピングする。
【０１２０】
「タスクのサーチ」として特定されたコンテナノード４４ｎは、３つのサブタスクノード
(コンポーネントノード)に分割される論理パネルを表してもよい。ここで３つのサブタス
クノードとは、SGUIコンポーネントあるいはSGUIコンポーネント複合である。３つのサブ
タスクノードは次のように表されている。
1.「アイテムの検索」(バーチャルラベル４０８)として表されている第１コンポーネント
ノード
２.「サーチ」(バーチャルボタン４１０)として表されている第２コンポーネントノード
３.バーチャルテキスト領域４１２として表されている第３コンポーネントノード。
拡張性のあるアプリケーションのエンドユーザが選択可能な分類優先タスクと表示選択タ
スクを提供するために、第２コンテナノード４４ｐ＆第３コンテナノード４４ｑと関連し
ているSGUIコンポーネント及び/またはSGUIコンポーネント複合も同様に、GUIプレゼンテ
ーション４０４内にあるプラットフォーム特定のGUIコンポーネントにより表される。
【０１２１】
プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデル内において、SGUIコンポーネント及
びSGUIコンポーネント複合は、プラットフォーム独立(PI)ウィジェット、あるいはプラッ
トフォーム独立型のGUIウィジェットと見なしてもよい。SGUIコンポーネント及びSGUIコ
ンポーネント複合は、プラットフォーム特定のプレゼンテーションにおけるプラットフォ
ーム特定(PS)のウィジェットにより表される。プラットフォーム特定型のウィジェットを
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有するSGUIコンポーネントおよびSGUIコンポーネント複合は、事前に決められたマッピン
グに基づいている。ここでのマッピングは、拡張性のあるGUIコンポーネントライブラリ
モジュール２２と他のライブラリにおける装置特定のGUIコンポーネント間のことである
。事前に決められたマッピングは、プラットフォーム特定のプレゼンテーション内にある
プラットフォーム特定型のウィジェットを、プラットフォーム独立型のプレゼンテーショ
ンモデル内の(プラットフォーム独立型のウィジェットに対応している) SGUIコンポーネ
ント、およびSGUIコンポーネント複合に対応づける。
【０１２２】
前にも説明した通り、プロパティはIRツリー４０のタスクノード内に含まれてもよい。こ
こでプロパティは、少なくとも１つのタスクノード用の詳細なレイアウトプロパティ、少
なくとも１つのタスク優先プロパティ、少なくとも１つの優先プロパティ、そして１つ以
上の対応するタスクノードに関連する少なくとも１つの分割可能なプロパティのことであ
る。タスクノード用の詳細なレイアウトプロパティは、例えばページ内でプラットフォー
ム独立型のウィジェットの位置を提供する、レイアウトを制御するJava(登録商標)Gridba
g に似ている。タスク優先プロパティはブール(Boolean)機能の配列として実装され、そ
の配列は特定の異種装置プラットフォームを表し、及び/または、タスクが特定のプラッ
トフォームに適しているかどうかを示す。優先プロパティは、プラットフォーム独立型の
ウィジェット所望のレイアウト結果を表すための整数（インテジャ）として実装される。
分割可能なプロパティは、プラットフォーム独立型のウィジェットが複数ページのプレゼ
ンテーションに拡散可能なことを表すブール機能として実装される。
【０１２３】
ある実施形態において、各々のタスクノードは、対応するタスクノードの重要性を示して
いる、少なくとも１つの重要プロパティを含んでもよい。重要プロパティは、タスクノー
ドにより表されているプラットフォーム独立型のウィジェットが、コアあるいはオプショ
ンかということを示すブール機能として実装される。
【０１２４】
コアプラットフォーム独立型のウィジェットは、よく使われるプラットフォーム独立型の
ウィジェット、あるいは拡張性のあるアプリケーション内において主要なタスクを実行す
るプラットフォーム独立型のウィジェットとして定義されてもよい。残りのプラットフォ
ーム独立型のウィジェットは、オプショナルのプラットフォーム独立型のウィジェットと
して定義されてもよい。例えば、図１４における「サーチアイテムタスク」コンテナノー
ド４４ｍは、前に説明した通り、３つの階層的なサブタスク(コンテナノード４４ｎ,４４
ｐ,４４ｑ)を持っている。サーチアイテム実行のため、拡張性のあるアプリケーションの
エンドユーザはバーチャルテキスト領域４１２にアイテム名を入力し、そしてサーチ処理
を始める為にバーチャルボタン４１０を起動してもよい。しかしながら本例において、分
類優先タスクと表示選択タスクはサーチ結果を表示するための付加的な機能なので、エン
ドユーザは両タスクを特定させる必要はない。このように、サーチタスク(コンテナノー
ド４４ｎ)と関連のあるプラットフォーム独立型のウィジェットはコアとして特定され、
そして結果分類タスク(コンテナノード４４ｐ)、および結果表示タスク(コンテナノード
４４ｑ)と関連のあるプラットフォーム独立型のウィジェットはアプリケーション開発者
によるオプションと特定されてもよい。
【０１２５】
再び図１３に戻り、中間表現におけるアプリケーション開発者により特定されたプロパテ
ィは、タスクマネージャ１８と変換マネージャモジュール２０により利用されてもよい。
GUIのマイグレーション中において、変換マネージャモジュール２０はタスク優先プロパ
ティを利用し、タスクマネージャ１８は残りのプロパティを利用してもよい。
【０１２６】
図１５は、第１異種装置プラットフォーム３０２から第２異種装置プラットフォーム３０
４へ、GUIアプリケーションの実行状態がマイグレーションするプロセスを表しているフ
ロー図である。同図のGUIアプリケーションのマイグレーションにおいて、プラットフォ



(27) JP 4381708 B2 2009.12.9

10

20

30

40

50

ーム特定型のプレゼンテーションは、以前カスタマイズモジュール１４におけるプラット
フォーム独立型のプレゼンテーションモデルから生成され、そして第１異種装置プラット
フォーム３０２へ提供されていた。第１異種装置プラットフォーム３０２は、プラットフ
ォーム特定型のプレゼンテーションに基づき、対応する表示画面上に対話式の表示を提供
してもよい。
【０１２７】
第１プラットフォーム３０２上に表示される、プラットフォーム特定型のプレゼンテーシ
ョン内のプラットフォーム特定型のウィジェットの実行状態がシリアル化された時、動作
は始まる。(ブロック５０２)プラットフォーム特定型のウィジェットのシリアル化された
実行状態と共に、マイグレーションのターゲット装置として第２異種装置プラットフォー
ム３０４を特定するマイグレーション要求は、ネットワーク２０８経由でサーバ３０６へ
伝達される。(ブロック５０４)プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルに含
まれているプラットフォーム独立型のウィジェットは、第１プラットフォーム３０２が提
供するプラットフォーム特定型のウィジェットの実行状態により更新される。（ブロック
５０６）プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルのコピーが作られる。（ブ
ロック５０８）
【０１２８】
サーバ３０６は、第２異種装置プラットフォーム３０４のGUI能力を調査し、そして表示
画面サイズ、ユーザ入力メカニズム等のユーザインターフェイス関連の能力を確認する。
（ブロック５１０）タスクマネージャ１８はタスク優先プロパティを利用し、プラットフ
ォーム独立型のプレゼンテーションモデルのコピーから不必要なタスクノードを除去し、
そして第２異種装置プラットフォーム３０４用にプラットフォーム特定型のプレゼンテー
ションの生成を始める。（ブロック５１２）
【０１２９】
変換マネージャモジュール２０はプラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルの
コピーからノードを選択し、ノードに関連するプラットフォーム独立型のウィジェットを
、第２異種装置プラットフォーム３０４用に、プラットフォーム特定型のウィジェットへ
マップする。（ブロック５１４）プラットフォーム特定型のウィジェットは、プラットフ
ォーム特定型のプレゼンテーションのページ上に配置される。（ブロック５１６）ここで
ページサイズが、第２異種装置プラットフォーム３０４の表示画面より大きいかどうかを
判定する。（ブロック５１８）もしページサイズが大きすぎて表示画面に適さない場合、
変換マネージャモジュール２０は、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデル
のコピーからプラットフォーム独立型のウィジェットをカスタマイズし、１あるいはそれ
以上のページを表示画面５２０へと適合させる。（ブロック５２０）カスタマイズされた
プラットフォーム独立型のウィジェットは、プラットフォーム特定型のプレゼンテーショ
ン用のプラットフォーム特定型のウィジェットへマップされる。（ブロック５２２）プラ
ットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルにおけるプラットフォーム独立型のウィ
ジェットの実行状態が、プラットフォーム特定型のプレゼンテーション用のプラットフォ
ーム特定型のウィジェットの実行状態へ適用される。（ブロック５２３）
【０１３０】
プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデル内において、未処理のノードがない
かどうかを判定する。（ブロック５２４）もしイエスなら動作はブロック５１４へ戻り、
別ノードを選択し、対応するプラットフォーム特定型のウィジェットをページ等へ追加し
、そしてプラットフォーム特定型のプレゼンテーションの生成を続ける。もしノーなら、
プラットフォーム特定型のプレゼンテーションにより利用されるプラットフォーム特定型
のプレゼンテーションの生成されたページ、プラットフォーム独立型のプレゼンテーショ
ンモデルの最終コピー、および拡張性のあるGUIライブラリ１２の一部分を第２異種装置
プラットフォーム３０４へ送信する。（ブロック５２６）もしページが表示画面に適して
いたら（ブロック５１８）、動作はそのままブロック５２４へと進み、未処理のノードが
ないかどうかを判定する。第２異種装置プラットフォーム３０４のレンダーマネージャモ
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ジュール５１６は、送信されたプラットフォーム特定型のプレゼンテーション上、プラッ
トフォーム独立型のプレゼンテーションモデルの最終コピー上、および拡張性のあるGUI
ライブラリ１２の一部分を使っている表示画面上にプレゼンテーションを表示する。
【０１３１】
ページに適したプラットフォーム特定型のプレゼンテーションの生成中におけるカスタマ
イズは、ウィジェットのレイアウトカスタマイズとウィジェットの変換カスタマイズを含
んでいてもよい。このようなカスタマイズは、次における要件に基づいている。（１）ア
プリケーション開発者が特定した最低限の指示により、比較的高品質のプレゼンテーショ
ンを生成する。（２）プレゼンテーション生成の遅れを最小限にするため、カスタマイズ
を比較的シンプルにする。（３）プラットフォーム特定型のプレゼンテーション全体のペ
ージを見るため、表示画面上においてスクロールを避ける。
【０１３２】
前にも設明した通り、レイアウトカスタマイズは、IRツリーにおける各々のノード処理、
およびページ内において関連のあるプラットフォーム特定型のウィジェットを配置するこ
とを含んでもよい。またレイアウトカスタマイズ中におけるプラットフォーム特定型のウ
ィジェットの配置において、ページを最適化して、ターゲット装置異種プラットフォーム
の表示画面に適合させる変換を実行してもよい。プラットフォーム特定型のウィジェット
の最初のレイアウトは、アプリケーション開発者が特定するノードに関連したプラットフ
ォーム特定型のウィジェットのレイアウトプロパティに基づいてもよい。レイアウトプロ
パティは、レイアウトを制御するJava(登録商標)Gridbagに類似のものであってよいし、
かつページ上で対応するプラットフォーム特定型のウィジェットの相対的な位置を示すも
のであってもよい。もしページサイズがターゲット異種装置プラットフォームの表示画面
に適合していないなら、プラットフォーム独立型のウィジェットをカスタマイズすること
により、プラットフォーム特定型のウィジェットのレイアウトは更にカスタマイズされる
。
【０１３３】
　更にレイアウトカスタマイズは、フローレイアウトマネージャを使いながら、ページ内
にあるプラットフォーム独立型のウィジェットを再配置してもよい。フローレイアウトマ
ネージャを使うプラットフォーム独立型のウィジェットの再配置においては、例えば、プ
ラットフォーム独立型のウィジェットを一列ではなく、一列以上に配置すること等を含め
てもよい。再配置されたプラットフォーム独立型のウィジェットは、プレゼンテーション
のページが表示画面のサイズを超えるプラットフォーム特定型のウィジェットに対応する
、プラットフォーム独立型のウィジェットであってもよい。一方、物理的な空間や優先度
などのクライテリアは、動的な再配置用に、ページ内のプラットフォーム特定型のウィジ
ェットに対応している、どのプラットフォーム独立型のウィジェットを選択するかを決定
してもよい。
【０１３４】
フローレイアウトマネージャは、変換マネージャモジュール２０により起動されてもよい
し、あるいは変換マネージャモジュール２０の一部分であってもよい。フローレイアウト
マネージャは、Java FlowLayoutである。さらに、分割可能なプロパティとしてアプリケ
ーション開発者に特定され、かつSGUIコンポーネント複合であるプラットフォーム独立型
のウィジェットは、SGUIコンポーネント単体に分割されてもよい。SGUIコンポーネント単
体がマップされるプラットフォーム特定型のウィジェットは、SGUIコンポーネント単体あ
るいはその他のプロパティに関連する優先プロパティに基づきながら、プレゼンテーショ
ンの複数のページ間において分配されてもよい。分割されたSGUIコンポーネント単体のレ
イアウトは、フローレイアウトマネージャで実行されてもよい。ここでSGUIコンポーネン
ト複合は、アプリケーション開発者により、非分割として特定されてもよい。以下におけ
るカスタマイズにおいて、プレゼンテーションのページが表示画面に適さない場合、変換
カスタマイズを起動してもよい。
【０１３５】



(29) JP 4381708 B2 2009.12.9

10

20

30

40

50

変換カスタマイズは、変換ルールのアプリケーションを含んでいてもよい。変換ルールは
、ターゲット異種装置プラットフォームの表示画面に適合させるため、ページ内における
プラットフォーム特定型ウィジェットの適切なサイズ変換実現の為に適用されてもよい。
変換カスタマイズの目的は、プレゼンテーションのページサイズを縮小し、異種装置プラ
ットフォームの表示画面内に丁度適合させることにより、スクロールの使用を避けること
である。
【０１３６】
変換カスタマイズ中において、変換マネージャモジュール２０は、どのプラットフォーム
独立型のウィジェットが変換され、そしてどのようにプラットフォーム独立型のウィジェ
ットが変換されるかを決定してもよい。どのプラットフォーム独立型のウィジェットを変
換するかの決定は、変換可能で、かつ変換ルーツをトリガするプラットフォーム独立型の
ウィジェットを特定する事に基づいてよい。変換ルールをトリガするプラットフォーム独
立型のウィジェットは、プレゼンテーションのページサイズが表示画面のサイズを超えて
しまう原因となるプラットフォーム特定型のウィジェットへマップする、非分割なSGUIコ
ンポーネント単体、あるいは非分割なSGUIコンポーネント複合であってもよい。
【０１３７】
プラットフォーム独立型のウィジェットがどのように変換するかは、特定されたウィジェ
ットに基づいている。プラットフォーム独立型のウィジェットがSGUIコンポーネント単体
な場合、変換ルールがそのSGUIコンポーネント単体に適用されてもよい。しかしながら、
プラットフォーム独立型のウィジェットがSGUIコンポーネント複合である場合、SGUIコン
ポーネント複合内にあるSGUIコンポーネント単体の各々は、SGUIコアコンポーネントとSG
UIオプショナルコンポーネントとしてカテゴリー化される。SGUIコンポーネント複合内に
あるSGUIコンポーネント単体のカテゴリー化は、プレゼンテーションモデルのタスクにお
いて、アプリケーション開発者が特定する重要プロパティに基づいてもよい。
【０１３８】
プラットフォーム独立型のウィジェットを、よりコンパクトなウィジェットにする変換は
GUIの有用性を劣化させるかもしれないので、変換ルールはSGUIオプショナルコンポーネ
ントに適用される。もし重要プロパティによるSGUIオプショナルコンポーネントが特定さ
れていない場合、あるいはページをターゲット異種装置プラットフォームへ適合させるた
めSGUIオプショナルコンポーネントのサイズを縮小することが適切でない場合、変換ルー
ルはSGUIコアコンポーネントへ適用されてもよい。
【０１３９】
また変換マネージャモジュール２０は、複数のルールの中から最も適した変換ルールを決
定することにより、プラットフォーム独立型のウィジェット(SGUIコンポーネント単体)を
変換してもよい。ここで言う適切な変換ルールとは、対応するプラットフォーム特定型の
ウィジェットのサイズを変換し、表示画面のサイズに適合させることである。変換ルール
は、次の４つのタイプにカテゴリー化されてもよい。（１）「１から１タイプへの変換ル
ール」（２）「１から複数タイプへの変換ルール」（３）「複数の同クラスから１タイプ
への変換ルール」（４）「複数から複数タイプへの変換ルール」
【０１４０】
「１対１タイプへの変換ルール」とは、プラットフォーム独立型のウィジェット(SGUIコ
ンポーネント単体)を別のプラットフォーム独立型のウィジェット(SGUIコンポーネント単
体)に変換することである。例を挙げると、図５における第１SGUIコンポーネント７０は
、１から１タイプの変換ルールにより、第２SGUIコンポーネント７２であるドロップダウ
ンボックスに変換される。「１から複数タイプへの変換ルール」とは、プラットフォーム
独立型のウィジェット(SGUIコンポーネント単体)を複数のプラットフォーム独立型のウィ
ジェット（各々のSGUIコンポーネント単体）へ変換することである。例を挙げると、デー
タテーブルを表している単一のプラットフォーム独立型のウィジェットが、複数のデータ
リストを表している単一のプラットフォーム独立型のウィジェット、あるいは複数のデー
タリストを表している単一のプラットフォーム独立型のウィジェットに変換されてもよい
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。
【０１４１】
「複数の同クラスから１タイプへの変換ルール」とは、同じクラスに属する複数のプラッ
トフォーム独立型のウィジェット(各々のSGUIコンポーネント単体)を、プラットフォーム
独立型のウィジェット(SGUIコンポーネント単体)に変換することである。例を挙げると、
同じクラスにあり、かつラジオボタンを表している複数の単一のプラットフォーム独立型
のウィジェットは、リストあるいはドロップダウンボックスを表している単一のプラット
フォーム独立型のウィジェットに変換されてもよい。同様に、テキスト領域あるいはラベ
ルを表している、いくつかの単一のプラットフォーム独立型のウィジェットは、各々１つ
のテキスト領域、あるいはドロップダウンボックスを表している単一のプラットフォーム
独立型のウィジェットに変換されてもよい。
【０１４２】
「複数から複数タイプへの変換ルール」とは、異なるクラスに属する複数のプラットフォ
ーム独立型のウィジェットを、別の対応する複数のプラットフォーム独立型のウィジェッ
トに変換することである。各々の複数から複数タイプへの変換ルールは、「１つ以上の複
数の同クラスから１タイプへの変換ルール」、及びフォーム記入関係のような、異なるプ
ラットフォーム独立型のウィジェット間における対応関係を含んでいてもよい。
【０１４３】
フォーム記入とは、拡張性のあるアプリケーションのエンドユーザが入力したデータをプ
ラットフォーム特定型のウィジェット形式で表すことを可能にする、プラットフォーム独
立型のウィジェット間における関係を示している。言い換えれば、第１プラットフォーム
特定型のプレゼンテーションにあるプラットフォーム特定型のウィジェットの状態を、第
２プラットフォーム特定型のプレゼンテーションへ変換されたプラットフォーム特定型の
ウィジェットと同様の状態にすることである。プラットフォーム独立型のウィジェット間
における関係は、開発者、知識ベース型システム、実験、あるいはプラットフォーム独立
型のウィジェットと変換されたプラットフォーム独立型のウィジェット間において関係を
作るその他のメカニズムにより、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルに
おいて提供可能である。
【０１４４】
例えば、図６にあるデータエントリ８０にあるラベル(例：「アイテム名」、「ブランド
名」)はピックリスト８６に変換され、そして対応するデータエントリ領域は、拡張性の
ある「複数の同クラスから１タイプへの変換ルール」を利用している単一のデータエント
リ８８へと変換される。これら２つの変換は、プラットフォーム独立型のプレゼンテーシ
ョンモデル、およびプラットフォーム特定型モデルにおけるフォーム記入関係にリンクさ
せてもよい。
【０１４５】
変換マネージャモジュール２０により、「複数の同クラスから１タイプへの変換ルール」
、および「複数から複数タイプへの変換ルール」で変換されたプラットフォーム独立型の
ウィジェットを、他のプラットフォーム独立型のウィジェットへリンクさせてもよい。リ
ンクは、プレゼンテーション内の２つ以上のプラットフォーム特定型のウィジェット間に
おける動作関係（例：図１４のバーチャルボタン４１０とバーチャルテキスト領域４１２
間における動作関係）に関連している。第１プラットフォーム特定型のウィジェットと第
２プラットフォーム特定型のウィジェット間におけるリンクは、第１プラットフォーム特
定型のウィジェットの状態を変化させることになり、かつ第２プラットフォーム特定型の
ウィジェットの状態を変化させることになる。プラットフォーム特定型のウィジェット間
におけるリンクは、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルにおいて、対応
する第１＆第２プラットフォーム独立型のウィジェットのリンクにより提供されてもよい
。
【０１４６】
変換ルールが採用されると、オリジナルプラットフォーム独立型のウィジェットの実行状
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態は別のフォームで表されてもよい。異なる変換ルールが特定のプラットフォームの制約
に基づきオリジナルプラットフォーム独立型のウィジェットに対して適用可能なので、プ
ラットフォーム特定型のウィジェットの実行状態が変換可能となる。オリジナルプラット
フォーム独立型のウィジェットの実行状態は、プラットフォーム独立型のプレゼンテーシ
ョンモデルに保存されてもよい。つまり、変換されたプラットフォーム独立型のウィジェ
ットの実行状態は、オリジナルプラットフォーム独立型のウィジェットの実行状態へとマ
ップされてもよい。
【０１４７】
変換されたプラットフォーム独立型のウィジェットは、対応するプラットフォーム特定型
のウィジェットとしてターゲット装置の表示画面上に表示される、変換ルールにより選択
された装置独立型のウィジェットであってもよい。オリジナルプラットフォーム独立型の
ウィジェットは、表示画面上に表示される、開発者が選んだ装置独立型のウィジェットで
ある。オリジナルプラットフォーム独立型のウィジェットは、プラットフォーム独立型の
プレゼンテーションモデルに接続されてもよい。同様に、変換が成功したとき、変換され
たプラットフォーム独立型のウィジェットもプラットフォーム独立型のプレゼンテーショ
ンモデルに接続されてもよい。上記の両接続は、コンポーネントノード形式で表現されて
もよい。ここで各々のコンポーネントノードは、少なくとも１つのプラットフォーム独立
型のウィジェットを表している。
【０１４８】
実行状態の変換をするため、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルは、オ
リジナルプラットフォーム独立型のウィジェット及び変換されたプラットフォーム独立型
のウィジェット両方のインスタンスを含んでいてもよい。GUIのマイグレーションの実行
時間次第で、オリジナルプラットフォーム独立型のウィジェットだけのインスタンス、あ
るいは変換されたプラットフォーム独立型のウィジェットだけのインスタンスが、同時に
アクティブ状態になってもよい。
【０１４９】
図１６は、変換されたプラットフォーム独立型のウィジェットの接続、及びアクティブ状
態における変換されたプラットフォーム独立型のウィジェットの変化を表しているプラッ
トフォーム独立型のプレゼンテーションモデル５３０の例である。図のプラットフォーム
独立型のプレゼンテーションモデル５３０は、コンテナノード５３２、及び関連性のある
複数のオリジナルコンポーネントノード５３４を有している。コンテナノード５３２は、
論理パネルであるプラットフォーム独立型のウィジェットを表してもよい。また各々のオ
リジナルコンポーネントノード５３４、及び関連のあるプラットフォーム独立型のウィジ
ェットは、パネル内のラジオボタン(RB)である、プラットフォーム独立型のウィジェット
を表してもよい。
【０１５０】
プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルのコピー５３６による、プラットフ
ォーム特定型のプレゼンテーションの生成中において、矢印５３７で示されている変換が
起こり得る。プラットフォーム独立型のウィジェットへマップされるプラットフォーム特
定型のウィジェット(コンテナノード５３２)が大きいため、ターゲット異種装置の表示画
面上に配置できない時、この変換は起こる。例えば、コンテナノード５３２を変えずに、
ラジオボタン(オリジナルコンポーネントノード５３４)を表している全てのプラットフォ
ーム独立型のウィジェットを、変換されたコンポーネントノード５３８(コンボボックス
：CB)へ変換してもよい。コンボボックスは、ラジオボタンと類似の機能を提供する小さ
なプラットフォーム独立型のウィジェットであってもよい。
【０１５１】
変換されたコンポーネントノード５３８は、変換されたウィジェットを保存、あるいは表
すためのプラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルのコピー５３６において作
られた新しいコンポーネントノードであってもよい。以下の変換において、変換されたコ
ンポーネントノード５３８は、「変換された子供ノード」としてコンテナノード５３２に
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リンクされることにより、新しい論理関係を形成してもよい。新しい論理関係がアクティ
ブになることにより、コンテナノード５３２とオリジナルコンポーネントノード５３４間
における既存の論理関係と置き換えられてもよい。変換された子供ノード(変換されたコ
ンポーネントノード５３８)は、コンテナノード５３２を特有の子供ノードとしてもよい
。
【０１５２】
コンテナノード５３２とオリジナルコンポーネントノード５３４間における前の論理関係
は、図１６において点線で表されている、プラットフォーム独立型のプレゼンテーション
モデルのコピー５３６の論理参照として保存されてもよい。しかしながらオリジナルコン
ポーネントノード５３４は、開発者が明確に特定していない限り、コンテナノード５３２
の子供ノードである必要はない。このようにIRツリーのレイアウト構造において、オリジ
ナルコンポーネントノード５３４は含まれないことになる。またこの論理関係は、あるプ
ラットフォーム特定型のプレゼンテーションから別のプラットフォーム特定型のプレゼン
テーションへの実行状態のマイグレーション、及びイベント処理をサポートするのに保存
されてもよい。
【０１５３】
最も最適な変換ルールを選択するため、ルールには種類に応じて優先順位が設定されてい
く。「複数から複数タイプへの変換ルール」は大幅に全体のプレゼンテーションを変え、
そしてGUIの有用性を劣化させるので、「複数から複数タイプへの変換ルール」には、最
も低い優先度が割り当てられてもよい。その他の変換ルールの優先度を決定するに当たっ
て、変換マネージャモジュール２０が各ルールを選択してもよい。
【０１５４】
各変換ルールの選別機能により、オリジナルプラットフォーム独立型のウィジェットが有
する機能、あるいはその他パラメータと適合性のない、変換されたプラットフォーム独立
型のウィジェットを作成する変換ルールを削除してもよい。適合性のない機能には、オリ
ジナルプラットフォーム独立型のウィジェットが、変換されたオリジナルプラットフォー
ム独立型のウィジェットによりサポートされていない入力メカニズムを要求する、変換ル
ールが含まれている。例えば、アプリケーション開発者が、アクション実行のためにマウ
スインイベント(例：マウスの矢印がボタンを指しているとき(クリックではない))に対応
しているJ2ME DoJaボタンへ、プラットフォーム独立型のウィジェット用のマッピングを
特定するとする。しかしながら、ソフトキーはマウスインイベントをサポートしないので
、変換カスタマイズの間、ボタンはソフトキーに変換されることはない。このように、当
該プラットフォーム独立型のウィジェット用に、かつ当該変換をサポートする変換ルール
は、選別機能により削除されてもよい。
【０１５５】
変換マネージャモジュール２０は、一連のスペース縮小パラメータに基づき、変換ルール
に優先順位を付けてもよい。スペース縮小パラメータの優先順位とは、変換に基づくプラ
ットフォーム独立型のウィジェットのサイズ、及び/または変換ルールをプラットフォー
ム独立型のウィジェットに適用することから生じるサイズ縮小量に基づいてもよい。プラ
ットフォーム独立型のプレゼンテーションにあるプラットフォーム独立型のウィジェット
におけるスペース縮小とは、対応するプラットフォーム独立型のウィジェットにおけるス
ペース縮小により特定される。
【０１５６】
最小のスペース縮小を提供する変換ルールには、最も高い優先順位が与えられてもよい。
あまりコンパクトでない対応するプラットフォーム特定型のウィジェットは、コンパクト
なプラットフォーム特定型のウィジェットより高いGUIの有用性を持っているので、最も
高い優先順位は最小のスペース縮小を提供する変換ルールに与えられてもよい。スペース
縮小パラメータは、プラットフォーム独立型のウィジェットの幅縮小率、高さ縮小率、そ
して大きさ縮小率を含んでいてもよい。
【０１５７】
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変換ルールをトリガさせるプラットフォーム独立型のウィジェットの状態に基づいて、ス
ペース縮小パラメータの優先順位は変更されてもよい。例えばプラットフォーム独立型の
ウィジェット用の変換ルールが、幅があって、かつ対応するプラットフォーム独立型のウ
ィジェットによりトリガされると、幅縮小率が最も重要なパラメータとして特定されても
よい。次に高さ縮小率が２番目に重要なパラメータとして特定された場合、大きさ縮小率
は無視されてもよい。同様に変換ルールが、高すぎるプラットフォーム特定型のウィジェ
ットによりトリガされると、高さ縮小率が最も重要なパラメータとして特定され、次に幅
縮小率が２番目に重要なパラメータとして特定されるので、大きさ縮小率は無視されても
よい。また変換ルールが、幅と高さが両方あり過ぎるプラットフォーム特定型のウィジェ
ットによりトリガされると、大きさ縮小率が最も重要なパラメータとして特定され、残り
のパラメータ(幅と高さ縮小率)は無視されてもよい。
【０１５８】
変換ルールをタイプ化するカテゴライゼーション、選別、およびスペース縮小を実行する
ことにより、各々に対し優先順位が付けられてもよい。また、タイプ化のカテゴライゼー
ション、選別、またはスペース縮小だけを利用することにより、優先順位が付けられても
よい。さらに、タイプ化のカテゴライゼーション、選別、またはスペース縮小のいかなる
組み合わせや順番などを利用することにより、優先順位が付けられてもよい。
【０１５９】
異種装置プラットフォームがJava技術を用いて拡張性のあるアプリケーションを実行する
ことに関し、変換ルールはJavaクラスで特定されてもよい。各々の変換ルールは、１つの
Javaクラスで表される。クラスの詳細に関して、実行状態及びイベント処理の変換が、プ
ラットフォーム独立型のウィジェット用のアプリケーション開発者によって特定されても
よい。
【０１６０】
例えば図６のような変換を実施する、Javaを用いて作成される変換ルールの例を以下に示
す。
プライベートクラスのフォーム記入の変換
/＊プラットフォーム特定型のウィジェット変換＊/
・新しいプラットフォーム独立型のウィジェット(ドロップダウンボックス(DD１))の構成
・バーチャルな「アイテム名」、「ブランド名」等、ラベルのプロパティ(例：フォント
サイズ)をDD１へコピー
・バーチャルテキスト領域(TF１)の構成
・バーチャルな「アイテム名」、「ブランド名」等、テキスト領域のプロパティをTF１へ
コピー
/＊実行状態の変換＊/
・オリジナルのバーチャルラベルとテキスト領域のペア例を、以下のJavaハッシュテーブ
ルに記録：

・拡張性のある選択イベントのリスナー(イベントライブラリからの)をDD１へ追加、そし
てアクションを特定。よってエンドユーザがアイテムをDD１ (例：アイテム名) から選択
すると、それに対応する物(例：ボトル水)がハッシュテーブルから選択される。
・その物をTF１上に表示する。
/＊イベント処理の変換＊/
・エンドユーザがエンターキー、あるいは相当のキーをヒットした時、「アイテム名」、
あるいは「ブランド名」等、テキスト領域にある物が自動的に更新されることをアプリケ
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ーション開発者は特定する。
・マイグレーション後に、エンターキーイベントが受信されたら、TF１上に、例えば「コ
ーラ」のような物を入力する。
・例えば「アイテム名」のような、今選択されたアイテムをDD1上に入力する。
・ハッシュテーブル上において、選択されたアイテムのタイトルを検索し、そしてそれに
対応するアイテム（物）を更新する。
・イベントの出所として入力された「アイテム名」、及び新しい物として入力された「コ
ーラ」を用いてイベントを作成する。
・オリジナルの状態と変換された状態を同期化させるため、イベントをオリジナルのバー
チャル「アイテム名」テキスト領域へ送信。
【０１６１】
図１７は、図１３と図１４を参照して説明されるレイアウトカスタマイズのプロセス、及
び変換カスタマイズのプロセスの実施形態を表すフロー図である。動作はIRツリーのルー
トノード４４ａを現在ノードに設定することから始まる。(ブロック５４０)現在ノードの
未処理である直接子供ノードがあるかどうかを判定する。(ブロック５４２)イエスなら、
最も高い優先順位の未処理の直接子供ノードが現在ノードへ設定され(ブロック５４４)、
処理はブロック５４２へ戻る。もし未処理の直接子供ノードがないなら、現在ノードはル
ートノード４４ａであるかどうかを判定する。(ブロック５４６)もしイエスなら、プラッ
トフォーム特定型のプレゼンテーション、プラットフォーム独立型のプレゼンテーション
、及び拡張性のあるGUIライブラリ１２の関連性のある部分が、ターゲット異種装置プラ
ットフォームへ送信される。(ブロック５４８)
【０１６２】
もし現在ノードがルートノード４４ａでない場合、プラットフォーム特定型のプレゼンテ
ーションモデル内で現在ノードと関連のあるサブノードで表されているプラットフォーム
特定型のウィジェットが、アプリケーション開発者によって特定されているプロパティに
基づいて、ページ上に配置されてもよい。(ブロック５５０)プロパティは、ページ上でプ
ラットフォーム特定型のウィジェットの位置を示すため、レイアウトを制御するJava Gri
dbag に類似であってもよい。ページのサイズが算出される。(ブロック５５２)ページの
サイズが、ターゲット表示画面のサイズと比較される。(ブロック５５４)もしページが、
ターゲット表示画面内に適合するなら、現在ノードに関連しているプラットフォーム独立
型のウィジェットが、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルのコピー内に
保存される。(ブロック５５６)処理済みの現在ノードがマークされ（ブロック５５８）、
別の現在ノードを選択するために、動作はブロック５４０へ戻る。一方ページのサイズが
、ターゲット表示画面より大きいのなら(ブロック５５４)、フローレイアウトマネージャ
を使っているプラットフォーム独立型のウィジェットを再配置することにより、プラット
フォーム特定型のウィジェットはページ内で動的に再配置される。(ブロック５６０)
【０１６３】
図１８に進み、ページのサイズが、再びターゲット表示画面のサイズと比較される（ブロ
ック５６２）。もしページがターゲット表示画面に適合するのなら、動作はブロック５５
６へと戻り、プラットフォーム特定型のプレゼンテーションのコピー内においてプラット
フォーム独立型のウィジェットを保存する。もしページがまだターゲット表示画面のサイ
ズより大きいのなら、現在ノード(プラットフォーム独立型のウィジェット)、あるいは他
の関連するノードが分割可能かどうかを判定する（ブロック５６４）。ブロック５６６で
イエスと判定されたなら、少なくとも第２ページがインスタンス化される。プレゼンテー
ションがページに適合するまで、特定された分割ノードに関連しているプラットフォーム
特定型のウィジェットが、フローマネージャを使うことにより第１ページと少なくとも第
２ページの間で分配される（ブロック５６８）。プラットフォーム独立型のウィジェット
が、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションのコピー内において保存される。（ブ
ロック５６９）処理済みの現在ノードがマークされ（ブロック５７０）、別の現在ノード
を選択するために、動作はブロック５４０へ戻る。
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【０１６４】
関連のあるサブノード、あるいは現在ノードのいずれもが分割できない場合（ブロック５
６４）、現在ノードと関連のある変換可能なプラットフォーム独立型のウィジェットが特
定される。(ブロック５７４)プラットフォーム独立型のウィジェットが、SGUIコンポーネ
ントであるかどうかの判定が実行される。(ブロック５７６)もしプラットフォーム独立型
のウィジェットがSGUIコンポーネントであるなら、複合ウィジェット内にあるSGUIコンポ
ーネント単体は、重要プロパティに基づいたSGUIコアコンポーネント、及びSGUIオプショ
ナルコンポーネントとして、カテゴリー化される。(ブロック５７８)
【０１６５】
図１９に進み、SGUIオプショナルコンポーネントが全て処理されたかどうかを判定する。
（ブロック５８０）もしノーなら、次の未処理のSGUIオプショナルコンポーネントが選択
される。（ブロック５８２）適用可能な全ての変換ルールが、選択された全てのSGUIコン
ポーネント用に検索される。（ブロック５８４）検索された変換ルールが、４つある変換
ルールの中の１つとして特定される。（ブロック５８６）「複数から複数タイプへの変換
ルール」に対し、最も低い優先順位が付けられる。(ブロック５８８)残り３つの変換ルー
ルについては選別され、不適合なルールが除去される。（ブロック５９０）残り３つの変
換ルールに関して、変換されたSGUIコンポーネントの予想されるスペース縮小量が算出さ
れる。（ブロック５９２）
【０１６６】
図２０に進み、スペース縮小量に基づいて、残りの変換ルールに対しても優先順位が付け
られる。（ブロック５９４）最も高い優先順位(最も少ないスペース縮小)を持つ変換ルー
ルが、SGUIコンポーネントに適用される。（ブロック５９６）変換されたSGUIコンポーネ
ントが、プラットフォーム特定型のウィジェットへマップされる。（ブロック５９８）プ
ラットフォーム特定型のウィジェットが、フローレイアウトマネージャにより、ページ内
に配置される。（ブロック５９９）ここでページが、ターゲット異種装置プラットフォー
ムの表示画面より大きいかどうかを判断する。（ブロック６００）もしノーなら、動作は
図１７のブロック５５６に戻り、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデル等
のコピー内に、現在ノードと関連したプラットフォーム独立型のウィジェットを保存する
。もしページがまだ大きすぎるのなら、プラットフォーム独立型のウィジェット内の全て
のSGUIコンポーネントが処理されたかどうかを判定する。（ブロック６０２）もしノーな
ら、動作は図１９のブロック５８０へ戻る。もしプラットフォーム独立型のウィジェット
における全てのSGUIコンポーネントが処理されているのなら、対応するプラットフォーム
独立型のウィジェット用のノードが、処理されたものとしてマークされる。（ブロック６
０４）現在ノードと関連している全ての変換可能なプラットフォーム独立型のウィジェッ
トが、処理されたどうかを判定する。(ブロック６０６)もしノーなら、動作は図１８のブ
ロック５７４に戻り、その他の変換可能なプラットフォーム独立型のウィジェットを特定
する。もし現在ノードと関連している全ての変換可能なプラットフォーム独立型のウィジ
ェットが処理されたなら、ノードを縮小することが不可能だというアラームがアプリケー
ション開発者用に生成され（ブロック６０８）、別の現在ノードを選択するため、動作は
図１７のブロック５０４へ戻る。
【０１６７】
図１９に戻り、プラットフォーム独立型のウィジェットにおける全てのSGUIオプショナル
コンポーネントが処理された（あるいは存在しないか）と判断されると（ブロック５８０
）、未処理のSGUIコアコンポーネントが選択され（ブロック６１０）、動作はブロック５
８４へと進む。図１８に戻るが、プラットフォーム独立型のウィジェットがSGUIコンポー
ネント複合でなければ、動作は図１９のブロック５８４へと進み、SGUIコンポーネント複
合を持つプラットフォーム独立型のウィジェットに似た、SGUIコンポーネント単体を持つ
プラットフォーム独立型のウィジェットの処理をする。
【０１６８】
図１３へ戻り、実行状態の変換、及びプラットフォーム独立型のウィジェットのイベント
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処理は、変換カスタマイズの一部分として起こってもよい。前にも述べたが、マイグレー
ションしたプレゼンテーションは、オリジナルのプレゼンテーションから、異なる一連の
プラットフォーム独立型のウィジェットを採用してもよい。エンドユーザ用にアプリケー
ションの継続性を保つため、オリジナルプラットフォーム特定型のプレゼンテーションに
おけるプラットフォーム特定型のウィジェットの実行状態は、マイグレーションしたプラ
ットフォーム特定型のプレゼンテーションにおけるプラットフォーム特定型のウィジェッ
トへマップされてもよい。
【０１６９】
実行状態のマイグレーションを、拡張性のあるGUIライブラリ１２を用いて実行すること
により、第１プラットフォーム特定型のプレゼンテーションにおけるプラットフォーム特
定型のウィジェットの現実行状態が、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデ
ル(中間プレゼンテーション)内の対応するプラットフォーム独立型のウィジェットへマッ
プされてもよい。プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルのコピーがコピー
＆削除された後、ターゲット異種装置プラットフォーム用の第２プラットフォーム特定型
のプレゼンテーションの開発中に、ノードに関連した対応しているプラットフォーム特定
型のウィジェットが、ページ内に配置される。プラットフォーム独立型のプレゼンテーシ
ョンモデルにおけるプラットフォーム独立型のウィジェットの実行状態が、第２プラット
フォーム特定型のプレゼンテーションにおいて、対応しているプラットフォーム特定型の
ウィジェットの実行状態として適用されてもよい。したがって、第１プラットフォーム特
定型のプレゼンテーションの現実行状態が、第２プラットフォーム特定型のプレゼンテー
ションにおいて実装されてもよい。
【０１７０】
マイグレーションの前に、プラットフォーム特定型のウィジェットの現実行状態と、それ
に対応するプラットフォーム独立型のウィジェットの現実行状態を同期させてもよい。こ
の同期化には、外観、状態変化、あるいは/またはプラットフォーム特定型のウィジェッ
トから入手されたデータを有する、プラットフォーム独立型のウィジェットの実行状態を
更新することを含んでもよい。ターゲット異種装置プラットフォーム用のプラットフォー
ム特定型プレゼンテーションの開発中において、プラットフォーム独立型のウィジェット
の実行状態が保存されてもよい。マイグレーションに続いて、プラットフォーム独立型の
ウィジェットの実行状態が検索され、そしてプラットフォーム特定型のプレゼンテーショ
ンを用いる、マイグレーションしたプラットフォーム特定型のウィジェット上にプラット
フォーム独立型のウィジェットの実行状態が表わされる。
【０１７１】
GUIのマイグレーションのイベント中に、変換ルールが適用されたとき、オリジナルプラ
ットフォーム独立型のウィジェットの現実行状態を変換されたプラットフォーム独立型の
ウィジェットにマップすることにより、類似のプロセスが実行されてもよい。変換された
プラットフォーム独立型のウィジェットは、プラットフォーム特定型のプレゼンテーショ
ンにおけるプラットフォーム特定型のウィジェットへマップされてもよい。プラットフォ
ーム特定型のプレゼンテーションを達成する為の、プラットフォーム独立型のプレゼンテ
ーションのレイアウト及び変換が実行されてもよい。(図１７から２０において説明済み)
【０１７２】
レイアウト及び変換中において、プラットフォーム独立型のウィジェット(SGUIコンポー
ネント)がプラットフォーム特定型のウィジェットへマップされると、SGUIコンポーネン
トライブラリにおけるAPIは、同様にプラットフォーム独立型のウィジェットの状態をプ
ラットフォーム特定型のウィジェットの状態へマップしてもよい。このようにGUIのマイ
グレーションが起こると、実行状態は、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションに
おけるプラットフォーム独立型のウィジェットとプラットフォーム特定型のプレゼンテー
ションにおけるプラットフォーム特定型のウィジェットの間を往来してもよい。
【０１７３】
実行状態のマッピングは、各々の変換ルールに対して特有のものなので、各々の変換ルー
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ルは実行状態を変換できるメカニズムを提供してもよい。実行状態の変換例が、Java(登
録商標)コードを使って作成される変換ルールの例(前に説明済み)に含まれていてもよい
。コード例に関して、全てのオリジナルのテキスト領域の状態が、Javaハッシュテーブル
（既に説明済み）に保存される。変換されたテキスト領域は、ドロップダウンボックスの
状態に基づき、全てのオリジナルのテキスト領域の状態を一度に表示する。
【０１７４】
実行状態の変換、またはマッピングの手順は、異なるタイプの変換において適用されても
よい。例えば、SGUIシステムの初期使用中やマイグレーション中において、プラットフォ
ーム独立型のウィジェットの実行状態が、プラットフォーム特定型のウィジェットの実行
状態に変換される。さらにマイグレーションの前に、プラットフォーム特定型のウィジェ
ットの実行状態が、プラットフォーム独立型のウィジェットの実行状態へ変換されてもよ
い。さらに、プラットフォーム独立型のウィジェットの実行状態が、別のプラットフォー
ム独立型のウィジェットの実行状態へ変換されてもよい。（例：プラットフォーム特定型
のプレゼテーションの進展中に、変換がトリガされた時）
【０１７５】
図１６を参照しながら説明した通り、例えばラジオボタンのセットのような、スペースを
取り過ぎる複数の第１コンポーネントノード５３４は、コンボボックスのような、新しい
第２コンポーネントノード単体５３８への変換が必要かもしれない。ラジオボタンの実行
状態からコンボボックスの実行状態への実行状態の変換は、プラットフォーム独立型のラ
ジオボタンの実行状態から、マッピングを通して、プラットフォーム独立型のコンボボッ
クスの実行状態への変換を含んでもよい。またマッピングを通して、プラットフォーム独
立型のラジオボタンの実行状態が、プラットフォーム独立型のコンボボックスの実行状態
へ変換されてもよい。さらに、プラットフォーム特定型のコンボボックスからプラットフ
ォーム独立型のコンボボックスへ実行状態を変換する、実行状態のマッピングが実行され
てもよい。プラットフォーム独立型をプラットフォーム独立型の実行状態の変換へ用いる
ことにより、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルは、ウィジェットの実
行状態を保存することが可能になる。
【０１７６】
図２１は、実行状態の変換とプラットフォーム独立型のウィジェットのマッピング間にお
ける一般的な動作を表しているプロセスのフロー図である。オリジナルプラットフォーム
独立型のウィジェットのタイプが特定されるところで、動作は始まる。（ブロック６５０
）例えば、ウィジェットのタイプは、ラジオボタンタイプやコンボボックスタイプなどで
ある。オリジナルプラットフォーム独立型のウィジェットが、少なくとも１つの変換され
たプラットフォーム独立型のウィジェットに変換される。（ブロック６５２）変換が成功
すると、変換されたウィジェットのタイプが特定される。（ブロック６５４）オリジナル
プラットフォーム独立型のウィジェットの実行状態が検索される。（ブロック６５６）実
行状態が、決定された構成（例：配列）で保存される。（ブロック６５８）ウィジェット
のタイプに応じて、オリジナルプラットフォーム独立型のウィジェットの実行状態が、変
換されたプラットフォーム独立型のウィジェットの実行状態へ変換される。（ブロック６
６０）変換された実行状態は、変換されたプラットフォーム独立型のウィジェットに関連
づけて保存される。（ブロック６６２）変換されたプラットフォーム独立型のウィジェッ
トが、プラットフォーム特定型のプレゼンテーション内のプラットフォーム特定型のウィ
ジェットへマップされる。（ブロック６６４）変換されたプラットフォーム独立型のウィ
ジェットの実行状態が、プラットフォーム特定型のウィジェットの実行状態へマップされ
る。（ブロック６６６）変換されたプラットフォーム独立型のウィジェットの実行状態が
、変換されたプラットフォーム特定型のウィジェット上に表される。（ブロック６６８）
【０１７７】
イベント処理の変換は、GUIのマイグレーション後に、同レベルのGUIインタラクションを
提供するので重要である。マウスボタンを押したり、あるいは第１異種装置プラットフォ
ーム上におけるプラットフォーム特定型のウィジェットのタイプされた文字入力等のイベ
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ントが、バーチャルイベント形成のために抽出されてもよい。別の異種装置プラットフォ
ームにおいて、上記プラットフォーム特定型のウィジェットに対して同じ入力を表してい
る異なるイベントが、同様に同じバーチャルイベント形成のために抽出されてもよい。異
種装置プラットフォーム上における異なるイベントが、バーチャルイベントに基づいてい
る、プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデル内のプラットフォーム独立型の
ウィジェットの同じ入力（を表している異なるイベント）へマップされてもよい。
【０１７８】
例えば図６が、J２SE SWINGプラットフォームからJ2ME Personal Java AWT プラットフォ
ームまでの、GUIのマイグレーションを表していると仮定する。マイグレーションの前に
おいて、エンドユーザは、SWINGテキスト領域であるかもしれない「アイテム名」として
特定されているデータを、データエントリ８０に入力し、そしてSWINGイベントが生成さ
れてもよい。SWINGイベントは、データベース内に「アイテム名」データを保存するアク
ションを引き起こしてもよい。マイグレーション後において、SWINGテキスト領域がAWTテ
キスト領域へと変換したとき、AWTテキスト領域がAWTイベントのみをサポートしていたと
しても、SWINGイベントは同様のアクションを引き起こしてもよい。
【０１７９】
拡張性のあるGUIライブラリ１２を使うことにより、SWINGイベントとAWTイベントが、汎
用のバーチャルイベント形成用に抽出されてもよい。このように、汎用なバーチャルイベ
ントが受信されたとき(例：「アイテム名」データが入力されたとき)、それに関連するア
クションが引き起こされる。変換ルールがプラットフォーム独立型のウィジェットに適用
されたとき、上記と同様な抽出が適用されてもよい。イベントマッピングは、各々の変換
ルールに対して特有のものなので、各々の変換ルールはまたイベント処理の変換を提供し
てもよい。イベント処理の変換例は、Javaを用いて作成された変換ルールの例に関する個
所で既に説明済みである。（図６参照）コードに関して、イベントが、変換された単一の
データエントリ８８から生成されたとき、変換マネージャモジュール２０は、複数のデー
タエントリ８０内においてオリジナルのテキスト領域として動作し、そしてアクションを
引き起こすためにイベントを送信してもよい。
【０１８０】
実行状態の変換あるいはマッピングと同様に、イベント処理の変換、あるいはマッピング
も各々の変換ルールに対して特有のものであってもよい。実行状態とは違い、イベント処
理は実行時間により異なるものではないので、イベント処理のマイグレーションは必要で
はない。代わりに、少なくとも１つのオリジナルプラットフォーム独立型のウィジェット
のタイプ、及び少なくとも１つの変換されたオリジナルプラットフォーム独立型のウィジ
ェットのタイプが特定される。そして、両方のタイプを利用できるイベント処理のメカニ
ズムが、特定されてもよい。オリジナルプラットフォーム独立型のウィジェットのイベン
ト処理メカニズムは、変換されたプラットフォーム独立型ウィジェットのイベント処理メ
カニズムにマップされてもよい。マッピングにより、オリジナルプラットフォーム独立型
のウィジェットの状態変化に影響を与えている、入出力機能が可能になる。この機能は、
変換されたプラットフォーム独立型ウィジェットにより実行される。
【０１８１】
既に記載済みのSGUIシステムは、拡張性のあるアプリケーションのアプリケーションGUI
用に装置プラットフォーム独立型の動作を提供している。SGUIシステムの拡張性により、
拡張性のあるアプリケーションは、異なるサイズの表示画面、入力方法、及び異種装置プ
ラットフォームのユーザインターフェイスに関連しているGUIライブラリでの動作が可能
となる。さらに、SGUIシステム全体のデザインにより、拡張性のあるアプリケーションが
動作可能な異種装置プラットフォームのユーザインターフェイスに関連する複雑性を回避
しながら、拡張性を有するアプリケーションの開発者は、手軽にSGUIシステムを使うこと
ができる。
【０１８２】
SGUIシステムにより、拡張性のあるアプリケーションにおいて、装置プラットフォーム独
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立型のアプリケーションGUIの使用が可能になる。アプリケーションGUIは、SGUIシステム
がターゲット装置プラットフォーム用にカスタマイズするプラットフォーム独立型のプレ
ゼンテーションモデルにより表されてもよい。プラットフォーム独立型のプレゼンテーシ
ョンモデルのカスタマイズは、拡張性のあるアプリケーションにより特定されるプロパテ
ィ、及びターゲット装置プラットフォームの機能や性能に基づいてもよい。したがって、
装置プラットフォーム独立型のアプリケーションGUIは、複数の異種装置プラットフォー
ム上において表示される装置プラットフォーム特定型のアプリケーションGUI用に、SGUI
システムによりカスタマイズされてもよい。
【０１８３】
SGUIシステムは３つの長所を持っている。１つめはGUIのマイグレーションのコンセプト
である。２つめはエンドユーザが、スクロール機能を使用しなくても、変換を用いること
によりプレゼンテーションのページをターゲット異種装置プラットフォームの表示画面に
適合できることである。３つめは、SGUIシステムが有する柔軟性により、アプリケーショ
ン開発者は、特定の拡張性のあるアプリケーションのアプリケーションGUIをベストサポ
ートするアプリケーション特定型の変換ルールの設定することが可能になる。
【０１８４】
本発明を説明するために、特定の実施形態を使用したが、本発明の趣旨を逸脱しない範囲
で、本発明に対し種々の変更または付加を施すことは、当業者にとって容易である。した
がって、本出願における図面と説明は、単なる実例に過ぎず、本発明を限定するものでは
ない。
【０１８５】
【発明の効果】
プラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデルの実行状態を更新し、プラットフォ
ーム独立型のプレゼンテーションモデルから前記第２異種装置プラットフォーム上で動作
可能な第２プラットフォーム特定型のプレゼンテーションを生成し、そして第１異種装置
プラットフォームからの現実行状態を実行することにより、SGUIウィジェットの実行状態
をマイグレーションすることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイスシステムのブロック図であ
る。
【図２】　図１に示す拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイスシステムの一部
のより詳細なブロック図である。
【図３】　図１に示す拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイスシステムが利用
した中間表現の一例を示した図である。
【図４】　図１に示す拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイスシステムの別の
部分のより詳細なブロック図である。
【図５】　図１に示す拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイスシステムを使っ
ているグラフィカルユーザインターフェイスコンポーネントの変換例を示す図である。
【図６】　図１に示す拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイスシステムを使っ
ているグラフィカルユーザインターフェイスコンポーネント複合の変換例を示す図である
。
【図７】　図１に示す拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイスシステムの動作
を示している流れ図である。
【図８】　図７に示す流れ図の続きである。
【図９】　図７に示す流れ図の続きである。
【図１０】　図１に示す拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイスシステムで動
作している装置を有している通信システムの一例である。
【図１１】　図１０に示す通信システム内の拡張性のあるグラフィカルユーザインターフ
ェイスシステムの動作を示す流れ図である。
【図１２】　図１１に示す流れ図の続きである。
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【図１３】　図１に示す拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイスシステムで動
作している装置を有する通信システムの他の例である。
【図１４】拡張性のあるグラフィカルユーザシステムが利用しているプラットフォーム独
立型のプレゼンテーションモデルの例である。
【図１５】図１３の通信システム内をGUIマイグレーションしている間における拡張性の
あるグラフィカルユーザインターフェイスシステムの動作を示す流れ図である。
【図１６】図１の拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイスシステムを使ってい
るプラットフォーム独立型のプレゼンテーションモデル内における変換例である。
【図１７】図１３のグラフィカルユーザインターフェイスシステムでページをカスタマイ
ズしている流れ図である。
【図１８】図１６に示す流れ図の続きである。
【図１９】図１６に示す流れ図の続きである。
【図２０】図１６に示す流れ図の続きである。
【図２１】図１の拡張性のあるグラフィカルユーザインターフェイスにおける実行状態の
変換例を表しているフロー図である。
【符号の説明】
１０……SGUIシステム、１２……拡張性のあるGUIライブラリ(モジュール)、１４……カ
スタマイズモジュール、１６……レンダーマネージャ(モジュール)、１８……タスクマネ
ージャ(モジュール)、２０……変換マネージャ（モジュール）、２２……拡張性のあるGU
Iコンポーネントライブラリ(モジュール)、２４……中間表現、２６……拡張性のあるGUI
イベント変換(モジュール)、４０……IRツリー、４２……コンポーネントノード、４４…
…コンテナノード、４６……タスク、４８……ページ、５０……変換ルール(モジュール)
、５２……サイズ変換コンポーネント(モジュール)、５４……代替コンポーネント(モジ
ュール)、５６……GUI変換ルール(モジュール)単体、５８……GUI変換ルール(モジュール
)複合、６０……ダイナミックレイアウト（モジュール）、６２……スタイルガイド(モジ
ュール)、６４……SGUIコンポーネントリスト(モジュール)、７０……第１SGUIコンポー
ネント、７２……第２SGUIコンポーネント、７６……第１SGUIコンポーネント複合、７８
……第２SGUIコンポーネント複合、８０……(複数の)データエントリ、８２……優先度セ
レクション、８４……好みセレクション、８６……ピックリスト、８８……単一のデータ
エントリ、２００……通信システム、２０２……装置プラットフォーム、２０４……変換
サーバ、２０６……ライブラリサーバ、２０８……ネットワーク、２１０……拡張性のあ
るアプリケーション、３０２……第１(異種装置)プラットフォーム、３０４……第２(異
種装置)プラットフォーム、３０６……サーバコンピュータ、４４ａ……ルート(コンテナ
)ノード、４４ｍ……コンテナノード(アイテムタスクのサーチ)、４４ｎ……第１タスク
ノード(タスクのサーチ)、４４ｐ……第２タスクノード(結果タスクの分類)、４４ｑ……
第３タスクノード(結果タスクの表示)、４０４……GUIプレゼンテーション、４０８……
バーチャルラベル（アイテムのサーチ：第１コンポーネントノード）、４１０……バーチ
ャルボタン（サーチ：第２コンポーネントノード）、４１２……バーチャルテキスト領域
（第３コンポーネントノード）
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